
雲

南

護

園

軍

に

つ
、、
て

|
|
起
義
の
主
韓
と
運
動
の
性
質
|
|

ま

え

iJ':. 

き

雲
南
護
園
軍
起
義
は
一
九
一
五
年
十
二
月
廿
六
日
、
第
三
革
命
と

し
て
、
文
倒
蓑
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
は
周
知
の
、
通
り
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
起
事
が
一
位
何
時
、
何
庭
で
、
誰
に
よ
っ
て
計

重
さ
れ
た
か
と
い
う
貼
主
取
り
上
げ
て
も
、
従
来
極
め
て
暖
昧
で
あ

っ
て
立
ち
入
っ
て
考
察
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
、

之
に
は
資
料
の
不
足
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
近
年
に
及
ん
で
漸
次

新
資
料
の
収
集
も
行
わ
れ
、
こ
の
方
面
に
閥
ナ
る
研
究
も
み
ら
れ
る

様
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
文
我
園
に
於
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て
も
、
嘗
時
と
し
て
相
嘗
大
き
な
閥
心
を
呼
ん
だ
事
件
と
し
て
、
吉

野
作
造
博
士
や
波
多
野
乾
一
氏
等
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
問
題
と
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
や
べ
そ
の
後
、
結
え
て
之
に
閥
ナ
る
研
究
の
設
展

寺

雄

庚

映

が
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
従
っ
て
ζ

の
運
動
の
史
賞
や
意
義
に
つ
い

て
必
ナ
し
も
正
嘗
な
解
擦
や
許
債
が
輿
え
ら
れ
な
か
っ
た
憾
み
が
.あ

る
。
こ
の
運
動
が
辛
亥
革
命
や
第
二
革
命
に
較
べ
て
、
そ
の
占
め
る

- 27ー

意
義
に
つ
い
て
今
ま
で
そ
れ
程
閥
心
が
排
わ
れ
・
な
か
っ
た
と
い
う
貼

に
つ
い
て
は
、
次
の
様
な
主
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。先

、
ヂ
第
一

K
、
ζ

の
運
動
が
第
一
・
第
二
革
命
に
つ
づ
い
て
第
三

ζ

の
雨
者
と
の
聞
に
如
何
な
る
政
治
的
・

精
神
的
関
連
性
或
は
護
展
が
存
在
ナ
る
か
と
い
う
離
に
つ
い
て
明
確

革
命
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、

に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
運
動
に
於
T

大
き
な
役
割
|
|
或
る
場
合
に
於
て
は
蔭
の
主
導
者
と
も
云
わ
れ
る

ー
ー
を
果
し
た
人
物
が、

中
園
民
主
革
命
の
主
流
的
存
在
で
あ
っ
た

孫
女
乃
至
園
民
黛
と
、
政
治
的
・
思
想
的
に
全
く
封
立
す
る
嘗
っ
て
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の
保
皇
黛
の
領
袖
梁
啓
超
で
あ
り、

こ
の
運
動
と
深
い
閥

且
つ
文

係
を
持
つ
察
鍔
が
彼
の
門
下
生
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第一一一に

ζ

の
運
動
が
近
代
中
園
の
革
命
の
停
統
的
地
盤
で
あ
っ
た
湖
南

・
湖

北
・
漸
江
或
は
康
東
の
地
か
ら
全
く
隔
絶
し
、
勿
論
、

そ
の
様
な
革

命
の
俸
統
が
全
然
皆
無
と
思
わ
れ
る
雲
南
に
於
て
突
如
と
し
て
勃
護

し
た
こ
と
で
あ
る。

凡
そ
以
上
の
様
な
諸
駐
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
運
動

が
い
く
ら
倒
蓑
・
共
和
護
持
の
矯
で
あ
る
と
稽
し
て
も
、

一
面
に
於

て
辛
亥
革
命
か
ら
股
離
或
は
孤
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方

を
否
定
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
運
動

に
闘
ナ
る
詳
細
な
資
料
は
入
手
困
難
で
は
あ
る
が
、
可
能
な
範
囲
に

於
て
、
此
等
の
諸
貼
を
中
心
に
し
て
若
干
の
考
え
を
述
べ
て
み
た
い
。

梁
感
超

・
茶
鍔
と
の
閥
係

起
義
に
至
る
迄
の
経
過
を
先
A
Y
梁
魯
超
の
記
事
、
即
ち

「盾
鼻
集
」

「
護
園
之
役
回
顧
談
」
「
園
位
戦
争
期
歴
訴
」
等
学
)
足
掛
り
に
し
て
考

え
て
み
よ
う
。

一
九

一
四
年
末
、
重
世
凱
の
帝
制
運
動
が
次
第
に
露

骨
化
ナ
る
と
共
に
、
梁
啓
超
及
察
鍔
は
震
と
の
開
係
を
断
絶
ナ
る
必

要
を
痛
感
し
、
更
に
翌
年
八
月
十
五
日
審
安
舎
の
宣
言
書
が
護
表
さ

れ
、
そ
の
二
日
自
に
梁

・
奈
の
爾
者
は
第
三
者
某
を
交
え
て
湯
化
龍

の
寓
庭
K
曾
し
て
密
か
に
討
震
の
議
を
謀
っ
た
。

即
ち
園
民
議
員
は

既
に
第
二
革
命
後
、
海
外
に
亡
命
し
、
圏
内
の
軍
人

・
政
治
家
文
総

て
蓑
に
よ

っ
て
買
収
さ
れ
て
い
る
今
日
、
我
々
が
討
支
の
責
に
や
圃
ら

な
け
れ
ば
、
民
闘
は
此
の
時
を
以
て
移
り
を
告
げ
・
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
而
し
て
討
哀
の
篤
の
唯

一
の
賓
力
は
察
鍔
が
雲
南

・
貴
州
に
於

て
経
営
し
た
軍
事
力
を
措
い
て
他
に
な
い
、
と
い
う
意
見
に
一
致
し

た
。
察
鍔
は
日
本
陸
軍
土
官
拳
校
を
卒
業
し
て
雲
南
に
入
る
や
、
南

方
各
省
の
軍
事
教
育
に
専
心
し
、
還
に
雲
南
・
貴
州
に
於
て
抜
く
べ
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か
ら
ざ
る
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た
が
、
第
二
革
命
に
際
し
て
中
立
の

態
度
に
終
始
し
た
ζ

と
は
却
っ
て
衰
の
務
疑
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

首
時
彼
は
北
京
に
招
致
さ
れ
蓑
の
監
覗
下
に
置
か
れ

T
い
た
の
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら

一
方
、

こ
の
計
萱
を
貫
施
ナ
る

K
嘗
つ
て
の
第

の
困
難
は
、
奈
鍔
が
雲
南
に
踊
っ
て
奮
部
下
を
集
結
ナ
る
に
は
既
に

時
間
的
徐
裕
が
な
く
、
且
つ
文
、
そ
の
聞
に
は
必
ナ
機
密
の
漏
洩
に

よ
っ
て
事
前
に
護
費
ナ
る
公
算
が
多
い
。
そ
ζ

で
彼
等
雨
入
は
先
ナ

同
志
を
雲
貴
雨
省
に
涯
遣
す
る
と
共
に
、

一
方
電
報
に
よ
フ

τ意
中

の
者
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
し
た
。

か
く
て
十
月
中
に
貴
州
巡
按
使

戴
識
が
入
り
、
彼
を
交
え
た
三
者
が
天
津
に
於

τ数
次
の
合
同
談
を
建



げ
、
後
に
殻
動
さ
れ
た
種
々
の
軍
事
計
董
は
賓
に
こ
の
時
に
決
定
さ

れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
戴
識
と
共
に
北
京
に
入
っ
た
貴
州
人
王

伯
群
を
し
て
、
察
の
密
函
を
以
て
昆
明
に
向
け
出
渡
せ
し
ゅ
た
。

一

方
、
之
と
併
行
し
て
梁
と
察
は
外
面
を
偽
装
ナ
る
潟
、
南
者
全
く
別

行
動
を
と
っ
た
。
即
ち
梁
魯
超
は
天
津
に
於
て
有
名
な
る
論
文
「
異

哉
所
調
圏
瞳
問
題
者
」
を
彼
の
門
下
生
の
経
営
す
る
北
京
「
ガ
ゼ
ッ
ト

紙
」
上
に
掲
げ
た
。
賓
に
九
月
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
之
に
引
績
い
て

「
園
韓
問
題
興
外
交
」
等
の
論
文
を
護
表
し
た
彼
は
、
t
一
縛
し
て
之

よ
り
共
和
維
持
涯
の
理
論
的
指
導
者
た
る
の
地
位
を
得
た
。
之
に
劃

し
て
察
鍔
は
そ
の
師
梁
啓
超
を
攻
盤
ナ
る
態
度
に
出
て
全
く
帝
制
賛

成
の
風
を
装
う
た
。
然
し
十
一
月
に
入
る
や
、
察
鍔
は
病
気
療
養
の

篤
と
稿
し
て
張
孝
准
を
伴
っ
て
同
月
十
九
日

e

突
如
と
し
て
日
本
K
向

っ
た
。
彼
が
去
っ
て
十
日
後
、
梁
は
大
連
よ
り
縛
じ
て
十
二
月
十
八

日
上
海
に
到
っ
た
。
之
よ
り
遅
れ
る
ζ

と
一
日
、

日
本
に
於
て
巧
に

衰
の
限
を
欺
い
た
察
鍔
は
、
香
港
・
河
内
を
経
て
密
か
に
雲
南
に
入

っ
た
。
(
十
二
月
十
九
日
)

而
し
て
そ
の
数
日
後
の
廿
一
一
一
日
、

第

革
命
の
端
と
な
っ
た
帝
制
取
消
要
求
の
電
文
が
雲
南
都
督
唐
縫
莞

・
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巡
按
使
任
可
澄
・
薬
鍔
・
戴
識
等
の
遼
名
を
以
て
瑳
せ
ら
れ
、
績
い

て
第
二
電
は
震
の
回
答
を
廿
四
時
間
内
に
迫
っ
た
。
更
に
廿
六
日
正

午
を
以
て
愈
々
唐
縫
尭
の
名
に
於
て
雲
南
濁
立
を
宣
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、

ζ

の
運
動
に
深
い
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
梁
啓
超
の
記

述
と
し
て
、
文
最
も
早
く
護
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
察
鍔
の
劇
的

な
行
動
と
相
倹
っ
て
、
普
遍
化
さ
れ
通
読
と
さ
れ
て
き
た
起
事
の
護

端
の
概
略
で
あ
る
。

然
し
・
な
が
ら
一
歩
道
診
て
考
え
る
な
ら
ば
、
梁
啓
超
の
こ
の
様
な
「

記
述
に
は
多
く
の
不
充
分
な
齢
、
或
い
は
疑
問
の
個
所
が
存
在
す
る

こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
先
歩
第
一
に
彼
等
の
反
震
の
計
霊
が
審

安
禽
護
生
直
後
か
ら
な
さ
れ
、
文
そ
の
軍
事
的
計
董
が
十
月
中
に
天

-29ー

津
に
於
て
決
定
さ
れ
て
居
り、

ζ

れ
は
時
期
的
に
み
て
極
め
て
早
い

と
思
わ
れ
る
が
、
然
し
そ
の
様
な
軍
事
計
重
と
、
雲
南
軍
界
と
の
具

韓
的
・
賞
際
的
な
開
係
並
に
察
鍔
が
雲
南
K
入
っ
て
か
ら
起
事
に
到

る
迄
の
行
動
、
或
は
事
情
等
の
肝
心
の
黙
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
燭
れ

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
通
読
で
は
梁
啓
超
の
こ
れ
丈
け

の
記
事
を
基
と
し
て
、
十
九
日
に
入
濃
し
た
察
鍔
が
そ
の
軍
事
計
輩

を
雲
南
将
領
に
告
げ
て
彼
等
の
同
意
止
を
得
、
初
め
て
起
事
に
至
っ
た

と
解
律
さ
れ
て
い
る
。
然
し
之
は
後
に
も
燭
れ
る
如
く
常
識
か
ら
考

え
て
も
時
間
的
に
み
て
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
外
は
な
い
。

又
、
梁
啓
超
は
護
園
軍
に
於
て
、
自
分
の
優
秀
な
る
門
下
生
で
あ
る
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察
鍔
を
主
動
者
と
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
地
位
を
高
め
ん
が

震
に
、
他
の
倒
室
勢
力
|
|
特
に
欝
闘
民
議
系
の
活
動
に
つ
い
て
も

殆
ん
と
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
之
れ
は
勿
論

そ
の
政
治
的
立

場
の
相
遣
に
依
る
と
は
い
え
、
甚
だ
し
と
主
観
的
傾
向
を
帯
び

T
い

る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

此
等
の
疑
問
の
諸
貼
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
梁
魯
超
・
察
鍔

を
以
て
護
闘
軍
起
義
の
主
動
者
と
ナ
る
従
来
の
通
読
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
ζ

と
は
出
来
な
い

し、

又
ひ
い
て
は
こ
の
運
動
の
性
質
を

正
し
く
把
え
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

起

義

の

主

世

梁
魯
超
の
こ
の
様
な
記
事
に
劃
し
て
、

一
方
ζ

の
起
義
の
計
萱
が

全
く
雲
南
軍
界
の
濁
自
的

・
自
働
的
な
も
の
と
す
る
記
録
が
存
ナ
る
。

即
ち
護
園
軍
第
一
軍
総
司
令
部
秘
書
長
で
あ
っ
た
李
白
核
の
記
ナ
と

ζ

ろ
に
よ
れ
ば
次
の
遁
り
で
あ
る
。

「
雲
南
に
於
て
は
、
初
め
よ
り
革
命
主
義
者
が
文
武
官
衝
の
主

要
部
を
占
め
、
表
面
は
出
来
る
丈
け
中
央
に
劃
し
て
恭
順
の
風
を

装
い
つ
つ
、
買
は
機
舎
を
侠
っ
て
革
命
の
大
加
を
訴
え
そ
う
と
し

て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
ζ

れ
が
愈
々
審
安
舎
の
護
生
に
よ
っ
て
、

か
ね
て
機
舎
を
祝
っ
て
い
た
革
命
主
義
者
の
幹
部
連
中
は
愈
々
動

き
始
め
た
。
そ
ろ
そ
ろ
溺
立
の
密
議
が
凝
ら
さ
れ
る
様
に
な
っ
た

の
は
十
月
の
末
つ
方
で
あ
る
。
而
し
て
専
ら
之
に
興
っ
た
も
の
は
、

雲
南
終
軍
府
部
内
の
要
職
に
居
っ
た
羅
侃
金
・
黄
鏑
成

・
超
文
新

-
郵
太
中

・
楊
秦

・
目
志
伊
・
李
白
咳
等
の
諸
氏
で
あ
る
。
.

か
く
て
雲
南
濁
立
の
議
は
十
一
月
の
初
め
に
も
う
既
に
立
涯
に
決

定
し

τ居
っ
た
の
で
あ
る
。

」

更
に
之
に
類
ナ
る
資
料
は
次
に
掲
げ
る
如
く
で
あ
る
。
都
魯
「
中

園
闘
民
紫
史
稿
」
及
び

「史
略
」
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「中
華
革
命
認
の
成
立
後
、
孫
文
は
雲
南
の
同
士
官
口
志
伊
を
日

本
よ
り
雲
南
に
返
し
、
軍
隊
に
働
き
か
け
て
之
を
蜂
起
せ
し
め
る

任
務
を
輿
え
た
。
(
ζ

の
貼
に
つ
い
て
は
注
稗
を
要
ナ
る
。
後
述
)

省
の
将
校
た
る
郡
太
中
・

楊
秦

・
黄
銃
成

・
羅
保
金

・
越
復
群

・

劉
雲
峯

・
申
皐
如

・
李
白
咳

・
越
伸

・
謝
樹
理
等
は
全
く
討
室
に

共
鳴
し
、

且
っ
そ
の
中
の
数
名
は
革
命
黛
の
蓄
同
志
で
あ
っ
た
の

で
呂
志
伊
の
活
動
は
極
め
て
成
功
を
収
め
た
。
:
:
:
彼
は
此
等
雲

南
に
於
け
る
革
命
に
共
鳴
ナ
る
将
校
達
を
集
め
て
秘
密
禽
議
を
聞

き、

四
項
の
排
法
即
ち
、
ハ
円
麿
縫
尭
如
反
劃
帝
制
。
則
仰
推
其

篤
領
袖

0
0
唐
中
立
。
則
以
艦
、
途
其
出
境
。
同
如
唐
附
和
帝
制
。



則
殺
之
。
伺
如
賓
行
二
三
南
項
。
則
擁
羅
細
川
金
魚
領
袖
。
を
決
定

し
た
。
か
く
て
一
同
は
郵
太
中
・
楊
秦
の
雨
名
を
推
し
て
、
唐
縫

尭
の
員
意
を
探
ら
せ
た
結
果
、
唐
も
討
震
に
参
加
ナ
る
と
と
が
剣

り
、
，
次
い
で
九
月
十
一
日

K
第
一
次
秘
密
禽
議
、
更
に
十
月
七
日

と
十
一
月
三
日
の
南
目
、

第
二
次
・
第
三
次
の
秘
密
禽
議
を
聞
き

事
兵
時
の
作
戦
を
練
っ
た
。

ζ

の
時
恰
も
李
烈
鈎
・
熊
克
武
・
方

盤
濠
ら
が
陸
績
と
し
て
、
雲
南
に
来
て
之
に
参
加
し
た
の
で
、
更

一
六
年
元
旦
震
登
極
の
自
に
奉

兵
を
賓
行
ナ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
と
ζ

ろ
が
遁
々
電
報
に
よ
っ

て
察
鍔
・
戴
撮
ら
の
雲
南
に
到
達
す
る
こ
と
を
知
っ
た
信
用
に
、
そ

に
第
四
次
秘
密
命
同
議
を
聞
い
て
、

の
計
童
旦
を
数
日
延
期
ナ
る
と
と
に
な
っ
た
。
L

李
根
源
「
護
園
軍
始
末
記
」

「
察
、
十
二
月
二
十
日
を
以
て
雲
南
に
抵
る
。
至
ら
ば
則
ち
衆

志
巴
に
定
り
、
途
に
二
十
五
日
に
濁
立
を
宣
布
ナ
。
雲
南
の
一
濁
立

は
純
粋
に
自
働
と
な
ナ
。
蓋
し
羅
侃
金
・
責
鏑
成
・
李
白
咳
・
趨

復
群
・
都
太
中
・
場
葉
・
呂
志
伊
・
李
臨
陽
・
趨
伸
の
諸
君
、
皆
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主
持
し
て
最
も
力
む
る
者
に
し
て
、
麿
縫
需
は
賓
に
そ
の
成
功
を

組
べ
る
も
の
な
り
。
外
聞
の
惇
読
に
し
て
雲
南
の
濁
立
は
被
動
に

出
る
も
の
と
冷
ナ
は
、
殊
に
嘗
H
の
事
賓
と
合
わ
や
J
O

」

漕
庚
(
嘗
時
駐
濃
記
者
)
「
雲
南
共
和
軍
紀
賓
」

「
審
安
命
同
興
る
に
及
ん
で
、
震
氏
の
謀
叛
を
決
心
す
る
を
知
る
。

是
に
於
て
濃
省
の
軍
人
、
将
軍
よ
り
中
下
軍
官
に
至
る
ま
で
共
に

黄
鏑
成
の
家
中
に
集
り
、
密
議
ナ
る
と
と
数
次
、
皆
一
致
し
て
討

羅
侃
金
・
黄
鏑
成
・
郵
太
中
・
楊

震
を
決
ナ
。

居
中
の
主
持
、

棄
・
越
復
群
・
劉
雲
峯
の
諸
人
を
以
て
最
も
力
む
者
と
な
ナ
。
紳

皐
界
中
は
則
ち
李
白
咳
・
目
志
伊
・
李
臨
場
・
越
伸
・
謝
樹
噴
等

有
り
て
互
に
策
窟
ナ
c
L

以
上
に
掲
げ
た
四
臨
の
資
料
の
何
れ
に
も
、
雲
南
起
義
が
天
津
に
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於
て
行
わ
れ
た
察
鍔
を
中
心
と
す
る
軍
事
計
霊
と
の
閥
係
に
於
て
痛

さ
れ
た
と
は
-
記
さ
れ
て
居
ら
や
J

、
却
っ
て
察
鍔
が
雲
南
に
入
っ
た
時

に
は
、
既
に
此
の
地
に
於
て
濁
自
的
に
そ
の
計
輩
が
略
々
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
。
若
し
そ
う
で
な
く
、
遁
読
に
従
っ
て
、

解
穫
す
れ
ば
、
先
述
の
如
く
十
九
日
に
入
渡
し
た
察
鍔
が
、

そ
の
寧

事
計
童
を
雲
南
軍
界
に
示
し
て
始
診
て
事
を
起
し
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
問
、
四
・
五
日
に
ナ
ぎ
や
ノ
、
文
察
鍔
の
密
画
を
以
て
先
着
し
た

(
十
二
月
十
四
日
)
王
伯
群
は
察
に
先
ん
や
ノる
ζ

と
僅
か
五
・
六
日

で
あ
っ
て
、

何
れ
に
し
て
も
先
の
様
な
解
樺
は
時
間
的
に
み
て
全
く

不
合
理
な
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文
第
三
次
秘
密
合
同
議
の
後
、
十



278 

二
月
九
日
に
は
郵
太
中
・
楊
棄
の
率
い
る
雨
支
隊
が
四
川
遺
界
に
向

っ
て
出
動
を
開
始
し
て
い
る
と
い
う
事
買
も
、

ζ

の
計
萱
が
察
鍔
の

入
濃
以
前
で
あ
る
事
を
裏
書
き
ナ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
梁
啓
超
が

此
等
の
離
に
全
然
燭
れ
て
い
な
い
の
は
、
恐
ら
く
彼
が
そ
の
聞
の
事

情
を
知
り
・
な
が
ら
、

そ
の
主
動
の
功
績
を
察
鍔
及
自
己
に
儒
仰
せ
ん
が

震
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
此
の
場
合
、
後

に
も
鰯
れ
る
如
く
、
察
鍔
の
入
海
が
停
わ
る
と
共
に
、
彼
の
到
着
を

待
つ
震
に
そ
の
計
重
賞
施
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
雲
南
と
極
φ

て
密
接
な
閥
係
を
有
ナ
る
彼
の
参
加
が
、
最
後
の
起
義
促
進
に
興
つ

て
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
。

こ
の
様
に
し
て
、
雲
南
に
於
け
る
起
義
の
計
輩
が
、
察
鍔
の
そ
れ

と
開
係
な
く
濁
立
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
更
に
此
等
の
資
料
は
、

こ
の
起
義
の
主
穫
が
質
に

雲
南
軍
界
の
中
下
級
士
官
の
グ
ル
ー
プ
を
中
核
と
し
、

そ
れ
に
加
え

る
に
雲
南
共
和
涯
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
常
初
の
謀
議
に
興
っ
た
者
の
氏
名
が
、
上
掲
の
何
れ

の
資
料
と
も
大
睦
一
致
し
て
い
る
ζ

と
は
、

そ
の
客
離
性
を
誼
ナ
る

も
の
で
あ
る
う
。
た
だ
そ
の
時
期
に
つ
い
て
、
李
白
壊
の
記
事
が
十

月
の
末
頃
と
し
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
都
魯
の
そ
れ
は
審
安
禽
護
生

そ
の
後
の
放
次
に
わ
た
る
秘
密
曾
議
の
期
日
を

明
白
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
一
月
の
初
め
に
は
、
そ
の
作
戦
計

置
が
略
々
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
南
者
の
資
料
が
一
致
し
て
述

の
直
後
の
事
と
し
、

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

雲
南
に
於
け
る
革
命
の
諸
僚
件

さ
て
、
雲
南
軍
界
こ
そ
こ
の
起
義
の
主
位
で
あ
っ
た
と
し
て
、
然

ら
ば
一
鐙
何
故
に
彼
等
が
第
三
革
命
の
護
動
者
と
し
て
の
重
要
な
役

割
を
演
や
ノ
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
以
下
に
於
て
、

そ
の
背
景
と
な
っ
た
事
情
を
嘗
時
の
雲
南

の
賀
状
に
即
し
な
が
ら
、
次
の
四
つ
の
観
貼
か
ら
考
察
し
て
み
た
い

と
思
う
。

一
、
雲
南
の
地
理
的
位
置

第
三
革
命
が
従
来
の
革
命
の
俸
統
的
地
盤
で
あ
る
華
中
・
華
南
か

ら
速
く
離
れ
て
、
雲
南
と
い
う
中
園
の
最
も
漣
境
の
地
か
ら
起
っ
て

い
る
こ
と
は
、
第
一
・
第
二
革
命
の
場
合
と
異
る
重
要
念
特
色
で
あ

そ
れ
に
は
文
必
然
的
な
理
由
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
第
二
革
命

る
が
、

を
契
機
と
し
て
政
権
の
ピ
ー
ク
に
立
っ
た
室
世
凱
は
、
北
洋
軍
閥
或

は
之
と
閥
係
あ
る
将
軍
を
都
督
に
任
命
し
、
北
京
政
権
の
勢
力
が
南



方
各
省
に
深
く
浸
透
す
る
に
及
ん
で
、

そ
の
勢
力
圏
外
に
残
さ
れ
た

の
は
僅
か
に
贋
酉
・
貴
州
・
四
川
・
雲
南
を
数
え
る
の
み
と
な
り
、

他
の
諸
省
に
於
て
は
、
園
民
黛
を
中
核
と
す
る
倒
蓑
勢
力
は
殆
ん
と

-
そ
の
地
盤
を
喪
失
し
て
い
た
の
が
賓
朕
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
等
の

地
方
が
塗
に
衰
の
勢
カ
の
侵
入
か
ら
菟
れ
た
の
は
、

地
方
が
室
政
権
か
ら
す
れ
ば
遠
隔
の
地
に
位
置
し
た
信
用
で
あ
り
、
文

一
つ
に
は
こ
の

此
等
の
省
の
都
督
が
総
て
園
民
黛
系
に
属
さ
・
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
様
な
理
由
か
ら
、
園
民
黛
右
涯
分
子
も
次
期
討
室
の
根
接
地
と

し
て
、
早
く
も
此
等
の
地
方
に
着
目
し
た
と
と
は
後
に
も
燭
れ
る
と

乙
ろ
で
あ
る
が
、

と
の
中
、
雲
南
地
方
は
四
境
山
に
固
ま
れ
、
加
え

て
そ
の
西
南
両
面
が
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
範
囲
に
属
ナ
る
越
南
の
地
に

接
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
方
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
利
粧

を
意
味
す
る
。
こ
の
様
な
地
理
的
・
軍
事
的
有
利
性
は
更
に
次
に
述

べ
る
種
々
の
歴
史
的
原
因
と
相
侠
っ
て
、

最
も
謹
境
に
位
置
す
る

雲
南
を
し
て
、
起
義
護
動
地
と
し
て
の
使
命
を
負
わ
し
め
た
の
で
あ

ザ
匂
。

一
一
、
雲
南
新
軍
と
察
鍔
と
の
開
係
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次
に
起
義
の
主
艦
と
な
っ
た
雲
南
新
軍
の
嘗
時
の
兵
力
は
ど
の
程

度
で
あ
っ
た
か
。
越
鍾
奇
(
護
園
軍
第
三
軍
第
一
梯
園
長
)
の
「
護

園
運
動
的
回
憶
」
に
よ
る
と
、
雲
南
に
は
嘗
時
二
個
師
圏
の
兵
力
が

あ
り
、
戦
闘
兵
は
一
高
七
千
人
。
之
に
加
う
る
に
附
層
部
隊
が
約
三

高
人
程
あ
り
、
装
備
は
全
て
清
末
に
購
入
し
た
ド
イ
ツ
の
ク
ル
ッ
プ

製
ラ
イ
フ
ル
銃
を
以
て
し
、
野
砲
・
機
関
砲
も
亦
、
嘗
時
の
最
新
式

の
も
の
で
あ
り
、
銃
弾
は
歩
兵
銃
一
挺
に
つ
き
一
千
護
、
機
関
砲
は

四
千
五
百
裂
を
配
し
、
雲
南
の
弾
輔
衆
廠
に
於
て
は
毎
日
二
高
裂
の
子

揮
が
製
造
可
能
で
あ
っ
た
。
尤
も
支
世
凱
は
南
方
兵
力
削
減
の
目
的

を
以
て
、
雲
南
の
軍
費
珠
算
を
縮
減
し
、
民
圏
三
年
度
の
珠
算
品
川

首
問
徐
が
四
年
度
に
至
っ
て
、

そ
の
四
分
の
三
の
廿
四
高
徐
に
な
り
、

財
源
の
不
足
を
告
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
様
e

な
優
秀
な
装
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備
を
有
ナ
る
軍
隊
は
西
南
各
省
は
勿
論
、
全
闘
的
に
も
北
洋
軍
以
外

に
殆
ん
と
無
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
察
鍔
が
「
濃
寧
精
鋭
冠
於
全
園
」

と
い
う
の
は
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
・
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
最
も
過
境

・

に
位
置
す
る
雲
南
に
し
て
こ
の
様
な
優
秀
な
新
軍
を
有
し
て
い
た
の

に
は
勿
論
、
理
由
が
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
雲
南
新
軍
は
朱

徳
の
描
寓
に
よ
れ
ば
「
口
「も
と
に
は
不
屈
の
頑
固
さ
が
見
え
な
が
ら
、

そ
の
態
度
は
控
え
目
で
い
ん
ぎ
ん
で
細
く
弱
々
し
い
男
」
而
も
「
嘗

代
の
最
も
か
が
や
か
し
く
活
動
的
な
指
導
者
、
生
れ
・
な
が
ら
の
組
織

と
行
政
と
の
才
幹
を
持
ち
」
、
「
中
圏
西
部
に
は
彼
程
の
貫
録
の
あ
る
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指
導
者
は
な
か

っ
た
」
と
い
う
察
鍔
が
経
後
し
た
も
の
で
あ
り
、時耐

校
の
大
部
分
も
亦
彼
の
養
成
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
彼
は
日
本
陸

士
の
留
畢
生
中
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
雲
南
に
入
る
や
、
旋
園
長
と

し
て
、
又
寧
官
皐
校
の
教
官
と
し
て
新
軍
建
設
の
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
た
。
新
軍
に
於
け
る
文
軍
官
曲
学
校
に
於
け
る
規
律
と
訓
練
が
峻

烈
を
極
め
た
ζ

と
は
、
蛍
時
候
補
生
の
一
人
で
あ
っ
た
朱
徳
も
認
ゆ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

而
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

ζ

の
様
に
し
て
経

管
せ
ら
れ
た
新
軍
が
、
第
二
革
命
後
、
蓑
の
政
策
に
よ
っ
て
察
鍔
が

都
替
の
地
位
を
捨
て
北
京
に
移
っ
て
か
ら
も
、

そ
の
起
義
に
至
る
ま

で
支
の
手
を
加
え
ら
れ
や
ノ
し
て
、
最
も
純
正
に
そ
の
組
織
が
維
持
さ

れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
蛍
時
と
し
て
例
外
K
属
ナ
る
ζ

と

と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
「
一
般
的
に
云
っ
て
、
各
省

の
軍
除
が
始
め
何
人
か
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
と
ナ
る
と
、
震
世
凱

は
そ
の
人
の
そ
の
地
方
に
於
け
る
勢
力
の
過
大
に
な
る
の
を
忌
み
、

多
く
は
そ
の
人
を
厚
く
刑
判
用
ナ
る
と
の
名
儀
の
下
に
、
之
れ
を
北
京

に
招
致
ナ
る
か
、
文
は
他
に
移
し
て
、
其
の
人
の
造
っ
た
軍
隊
に
は

新
に
彼
れ
直
属
の
部
下
を
、
途
っ
て
、
従
来
の
勢
力
闘
係
を
撹
飽
ナ
る

と
い
う
手
段
に
出
る
の
が
常
で
あ
っ
刷
。
」

然
る
に
、

雲
南
軍
隊
が

衰
の
こ
の
様
な
慣
用
手
段
か
ら
辿
れ
る
と
と
が
出
来
た
の
は
、
主
と

し
て
彼
察
鍔
の
深
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

彼
が
北
京
に
招
致
さ
れ
た
時
、
震
の
命
の
ま
ま
に
動
い
て
他
意
な
さ

ζ

と
を
示
し
た
の
は
、
恐
ら
く
彼
が
苦
心
経
営
し
た
雲
南
新
軍
に
衰

の
手
が
加
わ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
昂
で
あ
っ
て
、
朱
徳
が
ζ

の
時
の

察
の
意
圃
は

「雲
南
の
革
命
的
政
権
を
温
存
し
て
お
き
、
共
和
涯
が

そ
の
山
刷
れ
た
陣
後
を
再
び
整
え
る
ま
で
、
省
を
園
民
鎮
の
勢
力
下
に

ω
 

置
い
て
h
u
ζ

う
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
良
質
を
つ
い

て
い
る
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、

そ
の
後
任
に

後
輩
で
あ
る
唐
織
尭
を
据
え
て
北
京
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
文
「
一
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四
年
夏
頃
に
、
支
が
多
少
南
方
の
軍
隊
に
手
を
著
け
ん
と
す
る
の
勢

を
見
る
や
、
察
鍔
は
唐
縫
尭
を
し
て
逸
早
く
蓑
世
凱
に
帝
制
を
決
行

ナ
べ
き
の
密
電
を
設
せ
し
め
た
と
停
え
ら
れ
引
」
の
も
、

ζ

の
事
を

裏
書
き
ナ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
か
く
て
彼
は
北
京
に
あ
っ
て
、
陽

に
室
世
凱
に
忠
誠
を
誓
い
、
陰
に
自
ら
扶
植
し
た
雲
南
新
軍
の
精
鋭

を
し
て
、
最
後
ま
で
室
の
撹
凱
の
手
を
避
け
、
強
固
な
る
結
束
を
保

持
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

三
、
第
三
革
命
に
於
け
る
新
軍
将
校
の
位
置

第
三
革
命
に
於
て
、
新
軍
将
校
が
そ
の
主
導
性
を
握
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
雲
南
の
場
合
の
み
に
限
ら
歩
、
営
時
之
に
響
臆
し
た
各
省



に
於
て
全
園
的
に
み
ら
れ
た
重
要
な
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

第
一
革
命
と
第
三
革
命
と
の
性
質
の
相
違
か
ら
由
来
す
る
と
共
に
、

彼
等
が
松
田
時
に
於
て
共
和
護
持
の
中
堅
分
子
で
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。

そ
の
「
支
那
共
和
史
」
の
中
で
「
第
一
革
命
が
其

卒
川
清
風
氏
は
、

半
面
に
於
て
思
想
革
命
の
性
質
を
帯
び
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
第
一
一
一

革
命
は
既
に
そ
の
思
想
革
命
を
経
た
も
の
が
、
其
の
改
造
の
方
法
と

さ
ぎ

し
て
と
る
べ
き
第
二
次
革
命
的
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
是
れ
品
裁
に
孫

文
一
涯
を
中
心
と
し
た
る
も
の
、
今
や
湊
じ
て
軍
人
一
涯
を
中
心
と

ナ
る
も
の
と
襲
じ
た
理
由
で
あ
る
。」

軍
人
一
涯
と
い
っ

と
述
べ
、

て
も
そ
れ
は
新
寧
の
少
佐
中
下
級
士
官
を
指
ナ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

彼
等
が
「
帝
制
の
復
活
を
嫌
忌
し
て
い
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
第
三
革

命
の
中
輔
を
な
ナ
一
大
題
目
で
あ
ろ
う
。」

と
指
摘
し
て
い
る
。

に
績
い
て
氏
は
更
に
「
少
壮
士
宮
と
云
っ
た
と
こ
ろ
で
多
く
は
族
長

階
級
の
持
校
で
あ
る
。
彼
等
の
大
部
分
は
日
本
留
皐
生
又
は
日
本
教

師
の
教
育
を
受
け
た
新
式
軍
隊
の
中
核
で
あ
る
。
彼
等
は
彼
等
の
長

官
た
る
省
の
将
軍
に
劃
し
て
日
く
‘
若
し
園
世
襲
更
に
賛
成
せ
ば
我

等
は
自
ら
起
っ
て
事
を
翠
ぐ
ベ
く
、
決
し
て
其
指
揮
に
庭
ぜ
や
ノ
と
。
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彼
等
の
此
態
度
は
各
省
将
軍
を
し
て
中
央
に
の
み
叩
頭
ナ
る
を
許
さ

な
か
っ
た
。
支
那
に
於
け
る
少
壮
士
官
の
一
味
は
確
か
に
共
和
護
持

の
一
中
堅
で
あ
る
。
若
し
是
等
が
其
上
長
官
た
る
持
軍
を
暗
に
牽
制
'

ナ
る
ζ

と
が
な
か
っ
た
な
ら
、
頭
脳
に
於
て
閲
歴
に
於
て
、
共
和
よ

り
も
帝
制
に
共
鳴
多
き
各
省
将
軍
ら
は
、
恐
ら
く
其
全
部
が
帝
制
の

復
活
を
誼
歌
し
た
に
相
違
な
い
。
民
園
史
を
研
究
す
る
者
は
支
那
の

、
回

少
批
士
官
階
級
に
就
い
て
必
デ
閑
却
し
て
は
な
ら
ぬ
ζ

と
と
思
う
。」

と
論
じ
て
い
る
。
之
れ
は
確
に
今
次
の
革
命
に
於
け
る
主
鐙
性
の
問

題
を
つ
い
た
卓
見
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
、
華
中
・
華
南
に
於

け
る
が
如
く
、
深
刻
な
革
命
的
思
想
家
を
生
み
出
し
た
と
と
の
な
い

雲
南
に
於
て
、
所
調
革
命
家
・
な
ら
ざ
る
軍
人
が
第
三
革
命
の
護
動
者

~ 35-

と
し
て
現
れ
た
の
は
、
上
述
の
理
由
に
よ
っ
て
決
し
て
偶
然
で
は
・
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
が
既
に
辛
亥
革
命
の
洗
躍
を
受
け
、

之

新
式
軍
隊
の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
中
下
級
士
官
で
あ
っ

た
こ
と
は
次
に
述
べ
る
如
く
で
あ
る
。

四
、
雲
南
に
於
け
る
新
軍
将
校
の
動
向

雲
南
に
於
て
も
他
省
に
倣
っ
て
、
清
末
か
ら
屡
々
日
本
留
畢
生
を

涯
遣
し
た
が
、

日
本
陸
軍
士
官
皐
校
に
入
撃
し
た
者
の
数

と
の
中
、

が
総
計
廿
八
人
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
之
れ
は
昔
時
に
於
て
、
全

圏
各
省
の
中
で
も
そ
の
数
の
最
も
多
い
省
の
一
つ
で
あ
る
と
云
っ
て

よ
刷
。
そ
の
他
、
日
本
で
軍
事
闘
争
・
政
治
事
を
皐
び
蹄
園
し
て
後
、
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辛
亥
革
命
に
際
し
て
活
動
し
た
者
も
数
少
く
な
い
。
雲
一
南
い
が
中
閣
の

法
境
に
位
置
し
な
が
ら

こ
の
様
な
方
面
に
於
て
は
い
わ
ば
先
進
的

な
省
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
彼
等
の
大
部
分
は
一

九

O
五
年
、
東
京
に
於
て
成
立
し
た
同
盟
舎
に
参
加
し
、
孫
文
の
革

命
思
想
の
薫
陶
を
受
け
て
開
園
し
て
後
、
或
る
者
は
講
武
堂
の
教
官

と
な
り
、
管
長
(
大
隊
長
)
と
な
り
、
闘
長
(
聯
隊
長
)
と
な
り
、

或
は
放
園
長
と
な
っ
た
。
特
に
此
等
士
官
生
の
中
で
も
先
輩
格
で
あ

っ
た
察
鍔
は
、
蛍
時
の
雲
貴
総
督
李
組
義
に
注
目
せ
ら
れ
、
僅
か
廿

七
歳
に
し
て
鐘
麟
の
ひ
き
い
る
新
制
第
十
九
師
(
新
軍
の
中
核
)
の

第
品
川
七
放
園
長
に
昇
進
し
た
。
李
の
信
任
を
受
け
た
察
鍔
は
羅
侃
金

を
推
せ
ん
し
て
第
七
十
四
聯
隊
長
と
し
、
唐
縫
尭
・
雷
鳴
等
学
}
大
隊

長
に
据
え

か
く
て
、

日
本
陸
士
卒
業
の
士
官
は
辛
亥
革
命
前
の
雲

南
に
於
て
、
既
に
相
常
な
地
盤
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
此
等
少
壮
士
官
は
若
い
候
補
生
と
共
に
、
雲
南
に
於
け
る
同
盟

禽
員
l
知
識
階
級

・
若
干
の
商
人
・
中
産
階
級
或
は
寄
老
禽
員
と
連

絡
を
と
り
、
孫
文
の
指
令
に
よ
っ
て
新
軍
の
中
で
秘
密
に
政
治
工
作

を
行
い
、
又
軍
事
蜂
起
に
つ
い
て
も
語
り
合
っ
た
。
勿
論
、
此
等
共

和
波
士
官
は
北
京
政
府
か
ら
ス
パ
イ
と
し
て
、
途
ら
れ
て
き
た
帝
制
涯

高
級
士
官
に
よ
っ
て
、
き
び
し
い
監
視
の
限
を
向
け
ら
れ
て
い
た
。

然
し
、
武
漢
革
命
勃
護
後
二
旬
に
し
て
、
察
鍔
は
新
軍
を
ひ
き
い
て

起
ち
上
り
、
彼
は
推
さ
れ
て
、
都
督
と
な
り
、
数
日
を
出
で
歩
し
て

全
省
は
満
洲
政
権
の
支
配
か
ら
脱
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、

こ
の
宣
ロ

び
は
束
の
間
で
あ
っ
た
。

一
二
年
孫
文
と
蒙
世
凱
と
の
妥
協
の
報
道

は
雲
南
に
於
け
る
新
軍
の
士
官
と
兵
士
と
の
聞
に
動
揺
と
士
気
の
低

下
を
も
た
ら
さ
や
ノ
に
は
恥
か
な
か
っ
た
。
営
時
中
隊
長
と
し
て
四
川

省
の
革
命
政
府
樹
立
の
援
助
に
赴
い
て
い
た
朱
徳
が
、

そ
の
時
の
こ

と
を
振
り
か
え
り
な
が
ら
次
に
述
べ
て
い
る
言
葉
は
、
第
三
革
命
が

正
に
雲
南
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
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て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

二
九
一
一
年
の
革
命
は
錯
誤
か
ら
錯
誤
へ
の
連
績
で
あ
り
、

一
方
で
玄
と
外
闘
人
と
は
、
革
命
を
こ
っ
ぴ
と
く
叩
き
つ
け
る
か

と
思
え
ば
、
承
認
と
財
政
援
助
と
で
誘
惑
し

ま
る
で
猫
が
鼠
を

な
ぶ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
雲
南
革
命

軍
と
し
て
は
、
四
川
省
で
ぐ
ナ
ぐ
す
な
と
し
て
い
な
い
で
、
た
だ

ち
に
華
中
の
武
漢
三
銀
に
準
躍
し
て
、
室
軍
を
粉
砕
ナ
べ
き
だ
フ

ベ叩
ふ

れ

」

辛
亥
革
命
に
於
け
る
こ
の
様
な
失
敗
は
、
然
し
な
が
ら
、
圃
ら
み
y

も
雲
南
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
を
興
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。



「
軍
官
皐
校
の
再
開
と
共
に
、
中
圏
各
地
|
或
る
者
は
遠
く
上

海
や
贋
東
に
ま
で
l
の
革
命
に
参
加
し
て
踊
校
し
た
候
補
生
の
鐙

験
と
情
報
が
雲
南
新
軍
の
将
校
士
卒
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
。

更
に
や
閣
時
の
雲
南
は
共
和
涯
が
質
権
を
握
つ
マ
い
る
少
数
の
省
の

一
つ
で
あ
っ
た
震
に
、
既
に
始
っ
て
い
た
蓑
世
凱
の
テ
ロ
を
避
け

て
、
他
省
か
ら
の
亡
命
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
行
っ
た
。
そ
の

連
中
が
、
教
師
や
役
人
や
士
官
に
な
り
、
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
中
圏

各
地
に
於
て
行
わ
れ
て
い
る
嚢
世
凱
の
共
和
涯
に
封
ナ
る
匪
迫
の

歴
史
を
訴
え
た
。
」

朱
徳
の
語
る
ζ

の
様
な
言
葉
は
、
第
二
革
命
後
の
雲
南
が
念
速
に

来
る
べ
き
倒
震
の
根
擦
地
と
化
し
つ
つ
あ
る
模
様
を
博
え
る
も
の
と

し
て
重
要
な
個
所
で
あ
る
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
、
一
哀
の
帝
制
へ

の
意
闘
が
加
速
度
的
に
高
ま
っ
て
く
る
時
、
雲
南
新
軍
の
少
壮
士
官

ーに
よ
っ
て
第
三
革
命
へ
の
踏
切
り
が
な
さ
れ
た
の
は
蛍
然
の
蹄
結
と

も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
掲
の
越
鍾
奇
の

「
護
園
運
動
的
回
憶
」
に
は
、

そ
の
聞
の
事
情

を

• 

「雲
南
に
於
て
は
革
命
の
気
運
が
非
常
に
濃
厚
で
あ
っ
た
の
で
、
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欝
安
合
成
立
後
、
反
室
の
空
気
が
醸
成
さ
れ
た
。
蛍
時
、
留
日
土

官
・
候
補
生
は
一
般
に
軍
隊
に
於
て
既
に
聯
隊
長
以
上
の
職
に
在

り
、
講
武
堂
(
軍
官
皐
校
)
を
卒
業
し
た
候
補
生
も
亦
、
中
隊
長

以
上
に
な
っ
て
い
た

0

・
:
:
・
嘗
時
、
こ
の
様
な
中
下
級
将
校
は
何

れ
も
自
己
の
上
官
K
劉
し

τ、
反
震
に
起
ち
上
る
様
し
き
り
に
手

紙
を
以
て
訴
え
た
。
か
く
て
革
命
の
潮
流
は
軍
隊
内
部
に
於
て
不

断
に
湧
き
起
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

文
、
辛
亥
革
命
の
洗
穫
を
受
け
た
新
軍
士
官
が
、
護
園
軍
K
於
T

中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
軍
政
府
の
組
織
に
於

て
明
ら
か
に
甑
寂
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
・
二
・
三
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軍
の
総
司
令
で
あ
る
察
鍔
・
李
烈
鈎
・
麿
繕
莞
は
云
う
ま
で
も
な
く
、

組
司
令
部
秘
書
長
李
白
咳
・
参
謀
聴
長
張
子
貞
を
は
じ
め
、
十
三
人

の
梯
圏
長
の
中
で
、
劉
雲
峯
・
越
復
群
・
顧
品
珍
・
張
開
儒
・
方
韓

簿

・
越
鍾
奇
・
韓
鳳
楼

・
黄
鏑
成
・
劉
租
武
・
府
間
恩
暢
等
が
何
れ
も

そ
う
で
あ
り
、
嘗
時
、
薬
鍔
の
下
で
第
一
軍
第
三
梯
圏
第
六
支
隊
長

で
あ
っ
た
朱
徳
も
亦
そ
の
中
に
含
ま
れ
マ
い
た
。
而
も
此
等
の
大
部

側

分
は
日
本
陸
士
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
更
に
、
軍
政
府
を
組
織
し
た

支
除
長
以
上
の
全
員
四
十
八
名
の
中
、
廿
八
名
が
嘗
っ
て
同
盟
合
同或

は
閤
民
撲
に
入
簸
し
て
い
る
込
の
で
あ
っ
て
、
と
の
こ
と
は
第
三
革
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命
が
そ
の
直
接
の
目
的
と
性
質
に
於
て
第

一
革
命
と
異
っ
た
も
の
が

あ
る
と
は
い
え
、
少
く
と
も
起
義
の
護
生
地
と
な
っ
た
雲
南
に
於
て

は
、
そ
の
主
睦
と
な
っ
た
も
の
は
共
、通
し
て
訟
り
、
南
次
の
革
命
が

政
治
的

・
精
神
的
に
密
接
な
開
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

回
、

唐

縫

尭

の

立

場

更
に
次
の
問
題
は
、
首
時
の
雲
南
部
督
と
し
て
濁
立
宣
布
者
の
筆

頭
と
な
り
、
文
護
闘
軍
第
三
軍
の
総
司
令
の
職
K
就
い
た
唐
継
者
一が、

ζ

の
起
義
に
針
し
事
貫
と
の
様
な
態
度
を
と
っ
た
か
、
又
先
述
の
雲

南
軍
官
と
ど
の
様
な
閥
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
貼
で
あ
る
。
既
に
第

一
節
に
於

T
も
紛
れ
た
様
に
、
梁
感
超
の
記
事
に
は
唐
織
尭
の
名
前

ナ
ら
み
え
歩
、
彼
の
ζ

の
運
動
に
於
て
占
め
た
地
位
を
抹
殺
す
る
か

の
如
く
で
あ
る
。
文
そ
れ
ほ
と
極
端
で
な
く
と
も
、
彼
の
起
義
参
加

は
決
し
て
そ
の
本
心
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
被
動
的
な
も
の
で

あ
り
、
更
に
人
物
論
の
上
か
ら
察
鍔
K
比
較
し
て
彼
が
数
段
劣
り
、

且
つ
私
心
を
以
て
事
に
嘗
っ
た
と
す
る
考
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
「
越
園
動
致
樟
臣
函
」
即
ち
笈
世
凱
の
密
偵
の
得
た
情
報
に
は

「:
:
:
翌
日、

(
一
月
四
日
)

潜
か
に
各
慮
に
往
き

一
切
を
詳

査
し
て
、
始
め
て
此
次
の
濃
省
の
濁
立
は
賓
に
唐
の
本
意
に
非
ナ

し
て
、
乃
ち
察
松
披

・
張
関
儒

・
羅
保
金

・
張
子
貞
及
び
少
数
の

暴
烈
分
子
が
麿
を
脅
迫
し
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
つ

酔-。

み
M
H

」

と
あ
り
、
之
れ
は
ス
パ
イ
の
探
知
し
た
情
報
で
あ
る
か
ら
、
可
成
の

程
度
そ
の
員
相
を
つ
い
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

ζ
ζ

に
云
う
少
数

暴
烈
分
子
と
い
う
の
は
即
ち
起
義
の
護
動
者
た
る
少
佐
軍
官
を
指
し
、

唐
縫
尭
は
彼
等
か
ら
強
迫
さ
れ
て
起
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
文
、

第
三
軍
第
三
梯
圏
第
六
支
除
長
で
あ
っ
た
葉
成
林
は
、
そ
の
「
護
園

削
嗣

運
動
的
一
段
回
憶
」
の
中
で
次
の
様
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
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「
唐
総
需
は
察
鍔
が
雲
南
に
到
達
す
る
ま
で
は
反
震
な
ど
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
既
に
蓑
世
凱
よ
り
官
位
を

受
け
、
文
、
そ
の
恩
典
に
接
し
て
い
た
。
察
鍔
が
若
し
雲
南
に
来

な
け
れ
ば
、
彼
は
き
っ
と
反
蒙
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
閥
係
し
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
雲
南
の
起
義
は
自
分
の
知
る
限
り
で
は
、

察
鍔
が
主
動
で
あ
フ
て
、
唐
継
者
一は
彼
に
動
か
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
然
し
、
嘗
時
の
軍
政
の
大
権
は
唐
縫
尭
の
手
中
に
掌
握
さ
れ

て
居
り
、
彼
が
最
後
に
は
同
意
し
て
起
義
に
参
加
し
た
と
い
う
臨

に
於
庁
、
は
功
労
が
あ
っ
た
。
然
し
彼
は
察
鍔
と
肩
を
並
べ
る
こ
と



は
出
来
・
な
い
。
賓
際
の
話
、
察
の
偉
大
な
人
物
に
比
べ
て
唐
は
小

人
に
ナ
ぎ
な
い
。
察
の
限
光
は
遠
大
で
あ
り
、
唐
の
眼
光
は
狭
少

で
あ
る
。
察
は
公
の
震
に
し
唐
は
私
の
震
に
ナ
る
。
」

唐
継
尭
に
謝
す
る
こ
の
様
な
許
債
に
劃
し
て
、

一
方
彼
を
察
鍔
と

並
ん
で
こ
の
運
動
の
主
動
者
と
ナ
る
考
え
も
か
な
り
普
遍
的
に
み
ら

れ
る
。
例
え
ば
「
護
園
運
動
的
回
憶
」
に
は
、
麿
・
察
の
二
人
は
、

「
志
向
道
合
」
の
親
友
で
あ
っ
て
、

審
安
舎
の
出
現
す
る
や
、
南
者

は
密
書
を
交
換
し
、
倒
蓑
・
及
び
察
鍔
の
日
本
亡
命
に
つ
い
て
密
接

な
連
け
い
同
意
が
あ
っ
た
。
然
る
に
梁
魯
超
は
こ
の
様
な
事
賓
を
認

め
や
ノ
、
却
っ
て
こ
の
運
動
を
通
じ
て
唐
が
察
を
制
肘
し
た
と
い
い
、

「
抑
唐
揚
察
」

の
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
は
事
貨
を
歪
曲
す
る
も
の

で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。

文
、
護
園
軍
秘
書
鹿
長
の
由
雲
龍
は
「
護
園
史
稿
」
の
冒
頭
に
於

て、

「
護
園
の
一
役
、
内
は
則
ち
雲
南
の
種
々
の
計
董
が
定
ま
っ
て

後
動
き
、
外
は
則
ち
各
省
及
園
際
の
環
境
が
一
時
に
集
り
、
皆
な

此
の
役
に
直
接
間
接
の
影
響
が
あ
っ
た
。
故
に
内
部
の
計
聾
が
周

密
で
あ
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
唐
継
莞
の
策
動
に
よ
る
も
の
で
あ

お5

る
。
外
部
の
諸
朕
勢
の
観
察
が
詳
細
で
あ
っ
た
の
は
、
察
鍔
と
そ

の
師
梁
啓
超
の
輔
助
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
内
外
相
合
し
た
も
の

と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

文
、
我
が
園
で
も
阜
く
波
多
野
乾
一
氏
等
は
、

そ
の
「
支
那
政
黛

「
麿
の
第
三
革
命
に
於
け
る
や
、
饗
元
洪
の
第
一

革
命
に
於
け
る
が
如
き
も
の
で
な
く
、
殆
ん
と
起
義
の
中
心
人
物
を

以
て
目
ナ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
察
の
行
動
の
劇
曲
的
な
る
に
依
っ
て
、

史
稿
」

の
中
で
、

世
人
は
多
く
察
の
み
を
認
め
麿
を
認
め
ざ
ら
ん
と
ナ
る
傾
向
が
あ
る

凶

が
、
予
は
唐
の
遣
り
口
の
飽
く
ま
で
堅
賓
な
る
を
認
識
し
云
云
」

と
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の
べ
、

唐
縫
尭
の
起
義
に
於
け
る
主
動
的
な
地
位
を
強
調
し
て
い

る
以
上
の
如
く
、
護
園
軍
の
首
席
の
地
位
に
あ
っ
た
唐
継
尭
に
閥
し

て
、
内
外
か
ら
|
特
に
護
園
軍
内
部
に
於
て
も
|
全
く
相
反
ナ
る
読

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
ナ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
様
な
疑
問
を

解
明
す
る
篤
に
、
彼
の
行
動
を
起
義
の
嘗
初
か
ら
溺
立
宣
布
に
至
る

迄
の
経
過
の
中
に
辿
っ
て
み
た
い
。

先
や
ノζ
の
起
義
の
最
初
の
謀
議
が
も
た
れ
た
の
は
、
第
二
節
に
於

て
述
べ
た
如
く
審
安
禽
瑳
生
直
後
の
こ
と
で
る
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

謀
議
の
護
頭
人
は
少
数
の
軍
官
で
あ
り
、
そ
の
際
、
薬
鍔
と
共
に
唐
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縫
尭
の
名
が
既
掲
の
何
れ
の
資
料
に
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
又

此
等
軍
官
が
秘
密
裡
に
決
め
た

「四
項
排
法
」
な
る
も
の
に
よ

っ
て

も
、
唐
継
尭
が
ζ

の
最
初
の
謀
議
に
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
而
し
て
李
白
咳
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

「ζ
の
謀
議
を
最
初
の
聞
は
底
継
尭
に
秘
し
て
い
た
が
、
議
熟
一

し
て
後
、
預

・
郵
・
楊
の
三
人
が
同
志
全
鰻
の
代
表
者
と
な
っ
て
、

一
タ
こ
の
密
謀
を
唐
に
告
げ
、
文
責
鏑
成
に
客
と
な
っ
て
い
た
方

設
濠
(
十
月
入
源
)
が
熱
心
に
海
外
の
反
室
事
情
を
読
い
て
、

ζ

に
麿
の
参
加
が
決
定
し
た
。
」

と
い
わ
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、

ζ

の
事
賓
を
以
て
、
彼
の
起
義
参
加

が
そ
の
本
心
か
ら
出
た
も
の
と
即
断
す
る
ζ

と
は
必
ナ
し
も
や
田
を
得

て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
唐
の
参
加
は

か
の
「
四
項
排
法
」
に
よ

れ
ば
正
し
く
紹
劃
絶
命
の
場
(
参
加
か
追
放
か
殺
教

)
l先
の
蓑
の

密
偵
の
言
に
よ
れ
ば
「
挟
制
」
|
の
場
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
之
れ
は
彼
の
態
度
に
劃
す
る
第

一
の
疑
問
で
あ
る
が
、
何
れ
に

し
て
も
そ
の
参
加
決
定
後
、
九
月
十
一
日
、
唐
縫
尭
は
第
一
次
園
長

合
同議
を
聞
き
、
彼
の
主
張
で
無
記
名
投
票
に
依
っ
て
反
震
が
全
世
一

致
で
決
め
ら
れ
J

付
積
極
提
信
部
下
愛
園
精
神
。
。
整
理
武
装
、
準

備
作
戦
。
同
殿
守
秘
密
。
の
三
項
が
議
決
さ
れ
た
。
績
い
て
十
月
七

日
、
第
二
次
秘
密
命
同議
が
聞
か
れ
起
義
の
時
期
を
相
談
し
、
ハ
門
中
部

各
省
、
有
一
省
可
望
響
陸
時
、
即
起
義
。
白
斡

・
桂

・
川
三
省
中

有
一
省
可
望
饗
臨
時
、
亦
起
義
。
伺
海
外
華
僑
或
禁
接
済
鮪
械
、
亦

起
義
。
伺
如
以
上
三
項
時
機
均
鯖
無
数
、
則
本
省
第
争
園
民
廉
恥
計
、

四

亦
孤
注
一
郷
、
宣
告
猫
立
。
の
四
項
が
決
定
さ
れ
た
。
即
ち
、
乙
の

時
は
未
だ
起
義
の
期
日
が
確
定
さ
れ
・
な
い
で
、
客
観
的
篠
件
の
如
何

K
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
と
と
は
一
面
、
唐
が
未
だ
蛍
時

ζ 

静
観
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
ζ

と
と
閥
係
が
あ
る
様
で
あ
る
。

即
ち、

十
月
十
四
日
、
察
鍔
の
邸
が
室
の
手
先
に
よ
っ
て
捜
索
さ
れ
た
と
の

-40 -

情
報
が
俸
わ
る
と
共
に
、
部
・
楊
等
の
軍
官
が
そ
の
起
義
を
唐
に
迫

っ
た
の
に
射
し
て
、
彼
は
各
方
面
の
情
況
不
明
の
故
を
以
て
極
力
彼

四

等
の
行
動
を
抑
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
之
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
績
い
て
十
一
月
三
日
、
第
三
次
秘
密
禽
議
が
聞
か
れ
羅

何
金
を
中
心
に
し
て
作
戦
方
略
が
決
定
さ
れ
、
十
二
月
九
日
に
は
郵

太
中

・
楊
業
の
南
支
除
が
四
川
園
境
に
向
け
て
先
裂
さ
れ
た
。
か
く

ナ
る
う
ち
に
十
二
月
十
七
日
、
園
民
質
問右
源
の
連
中
が
到
着
し

ζ 

と
に
愈
々
蓑
世
凱
登
極
の
日
を
以
て
濁
立
を
宣
布
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
適
々
察
鍔

・
戴
織
の
入
棋
を
知
り
、
先
に
決
定
し
た
作
戦
方

略
の
護
表
を
延
期
し
た
。
か
く
て
十
九
日
察
鍔
の
到
着
は
同
志
の
討



震
に
劃
ナ
る
熱
意
を
一
一
麿
促
進
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
然
し
、

ζ 

の

時
に
及
ん
で
も
唐
は
依
然
と
し
て
反
衰
の
全
園
的
雰
情
勢
を
理
解
せ

歩
、
文
北
洋
軍
の
賓
力
に
掛
ナ
る
顧
慮
か
ら
「
雲
南
の
一
隅
の
地
を

以
て
奉
兵
ナ
る
こ
と
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
。
」

と
の
考
え
を
棄
て
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
二
十
一
日
に
聞
か
れ
た
第
四
次
軍
事
舎
議
の
席

一
軍
官
が
雲
南
の
軍
事
力
を
以
て
倒
蓑
行
動
に
出
る
に
は
慎
重

上な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と
護
言
し
た
時
、
薬
と
肩
を
並
べ
て
い
た
唐

が
、
宛
も
と
の
軍
官
の
読
に
同
意
ナ
る
か
の
如
く
う
な
や
ノ
き
、
察
鍔

の
方
に
向
っ
て
そ
の
返
答
を
促
し
た
と
い
う
光
景
が
停
え
ら
れ
て
い

閤る
。
唐
を
含
め
て
一
部
の
聞
に
此
の
様
な
空
気
が
あ
っ
た
こ
と
は
事

賓
で
あ
ろ
う
向
、
少
壮
軍
官
の
強
固
な
反
衰
の
意
志
と
、
察
鍔
の
熱

心
・
な
読
服
と
更
に
起
義
決
定
の
前
タ
即
廿
二
日
、
察
鍔
に
、
4

怒
ら
れ
て

き
た
一
密
電
に
よ
っ
て
最
後
的
な
決
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
密
電
と
は
、
衰
世
凱
が
周
自
済
を
婚
期
特
使
と
し
て
秘
密

篠
約
締
結
の
目
的
を
以
て
日
本
に
源
遣
す
る
と
と
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
鴻
園
嘩
よ
り
梁
啓
超
に
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ζ

れ
は
一

面
、
鴻
園
嘩
の
反
蓑
意
志
並
に
鳴
が
響
躍
の
準
備
を
な
し
つ
つ
あ
る

287 

こ
と
を
示
ナ
も
の
と
い
う
べ
く
、
こ
の
と
と
は
唐
の
全
園
的
な
反
衰

の
情
勢
に
劃
ナ
る
疑
念
を
除
く
に
大
い
に
力
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、

ζ

の
一
文
は
は
か
ら
や
ノ
も
翠
兵
の
時
機
を
促
進
せ
し
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
即
ち
、
特
使
涯
遣
に
よ
っ
て
、
帝
制
承
認
引
換
え
の
篠
件
と

し
て
日
本
に
重
大
な
る
利
権
を
提
供
ナ
る
以
前
に
濁
立
宣
布
の
必
要

を
認
め
た
か
ら
で
あ
つ
い
か
く
て
廿
二
日
に
聞
か
れ
た
最
終
の
第

五
次
軍
事
曾
議
の
席
上
、
察
鍔
は
「
即
日
翠
師
討
蓑
」
を
力
説
し
た

結
果
、
全
員
の
賛
成
を
え
て
、
翌
廿
三
日
帝
制
取
消
要
求
の
電
文
が

渡
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
雲
南
軍
を
護
園
軍
と
改
稿
し
、

唐
縫
尭
が
軍
都
督
粂
第
三
軍
総
司
令
と
な
り
湘
漢
に
、
察
鍔
は
第
一

軍
縮
司
令
官
と
し
て
四
川
に
、
李
烈
鈎
は
第
二
軍
総
司
令
と
し
て
康
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西
を
経
て
康
東
に
出
震
ナ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
績
い
て
廿
六
日
、
蓑

の
返
電
な
き
ま
ま
に
雲
南
は
正
式
に
濁
立
を
宣
布
し
た
。

以
上
で
大
韓
起
義
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
中
心
と
し
て
、
唐
綾
莞

の
こ
の
間
K
於
け
る
態
度
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ
を
遇
、
じ
て
、

彼
が
決
し
て
雲
南
軍
官
を
率
い
て
起
っ
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
被
動

的
、
静
観
的
な
態
度
を
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
結
論
的
に
は
、
越
鍾
奇
が
、

「
唐
縫
尭
は
自
分
の
部
下
の
反
衰
の
決
意
が
堅
く
、
文
大
勢
の

趣
く
と
ζ

ろ
之
に
抵
抗
ナ
る
こ
と
の
不
可
能
な
の
を
み
て
、
彼
等

に
随
つ

τ反
玄
K
加
わ
っ
た
。
」
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と
云
っ
て
い
る
の
は
、
事
の
員
相
を
惇
え

T
い
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。五

、
官
閑
民
純
系
と
の
聞
係

次
に
こ
の
護
闘
寧
運
動
と
奮
闘
民
集
系
と
の
開
係
に
就
い
て
考
え

て
み
た
い
。
ζ

れ
に
聞
し
て
、
第
二
節
に
掲
げ
た
郷
魯
の
記
事
の
冒

頭
に
、
雲
南
軍
官
が
中
華
革
命
識
の
命
を
受
け
て
入
源
し
た
呂
志
伊

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
起
義
後
、

南
洋
と
の
漣
絡
に
汲
遣
さ
れ
た
潟
に
ま
も
な
く
雲
南
を
離
れ
た
。
尤

も
彼
が
最
初
の
謀
議
に
参
加
し
て
い
た
ζ

と
は
前
掲
の
資
料
に
よ
っ

て
事
寅
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
が
、

と
い
っ
て
彼
一
人
に
よ
っ
て

雲
南
軍
界
が
動
き
初
砂
た
と
考
え
る
の
は
過
大
過
債
で
あ
ろ
う
。
更

に
孫
文
の
組
織
し
た
中
華
革
命
議
は
、

一
九
一
四
年
六
月
よ
り
十
月

に
か
け
て
、
江
蘇
、
淑
江
、
山
東
、
蹟
東
等
の
各
地
に
於
て
倒
嚢
の

軍
事
的
暴
動
を
起
し
、

一
五
年
十
二
月
に
は
陳
其
美
ら
の
上
海
に
於

け
る
盛
和
艦
攻
撃
の
穆
が
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
革
命
識
の
秘
密
性
と

排
他
性
に
相
さ
れ
て
、
僅
か
に
散
渡
的

・
投
機
的
な
護
作
に
終
っ
て

い
る
。
そ
し
て
孫
文
一
涯
が
護
園
軍
運
動
に
殆
ん
と
胸
係
な
か
っ
た

ζ

と
は
既
に
吉
野
博
士

・
卒
川
氏
等
の
読
の
通
り
で
あ
る
。
ζ

の
駐

か
ら
み
て
も
、
郷
魯
が
呂
志
伊
の
雲
南
起
義
に
於
い
て
占
め
た
位
置

を
、
孫
文
や
中
華
革
命
議
と
の
闘
係
に
於
て
誇
大
に
述
べ
て
い
る
の

は
鋳
に
ナ
る
読
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
、
第
二
革
命
後
の
園
民
禁
の
分
裂
の
結
果
生
じ
た
中

華
革
命
誕
が
、

こ
の
起
義
に
開
係
な
か
っ
た
の
に
射
し
て
、

一
方
革

命
簸
外
に
あ
っ
て
「
欧
事
研
究
曾
」
を
組
織
し
た
黄
輿
を
中
心
と
す
る

所
調
闘
民
館
山右
汲
分
子
は

こ
の
起
義
に
際
し
て
、
積
極
的
に
梁
魯

超
ら
の
進
歩
誤
と
接
近
し
て
倒
支
の
潟
の
統
一
戦
線
を
結
成
し
よ
う

と
し
た
。
然
し
彼
等
は
最
初
か
ら
倒
震
に
熱
意
を
示
し
た
の
で
は
な

- 42ー

ぃ
。
即
ち
廿
一
ケ
篠
要
求
に
際
し
て
、
中
華
革
命
議
が
先
ナ
徹
底
的

K
室
世
凱
政
権
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
、
中
園
の
自
由
濁
立
は
あ
り
え

な
い
と
し
て
反
嚢
闘
争
を
縮
行
し
た
の
に
射
し
て
、
右
涯
の
連
中
は
、

ハ
門
暫
事
力
持
銀
静
、

禦
外
侮
。

使
政
府
得
以
全
力
針
外
。

の
議
決
を
渡
表
し
て
、
中
日
交
渉
の
時
期
に
反
蒙
闘
争
を

口
輿
園
民
一
致
抵

行
う
こ
と
を
認
ゅ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
室
世
凱
の
廿
一
ケ
篠

要
求
の
受
諾
と
帝
制
運
動
の
露
骨
化
と
共
に
は
じ
め
て
そ
の
職
術
を

時
換
し
、
黄
輿

・
陳
畑
明

・
李
烈
鈎

・
鉦
永
建

・
林
虎

・
熊
克
武

・

程
潜
等
は

「
上
海
申
報
紙
」
上
に
於
て
反
蓑
表
明
の
宣
言
を
掲
げ
る

m
 

K
至
っ
た
。
(
一
五
年
五
月
対
日
)
嘗
時
彼
等
の
多
く
が
亡
命
し
て
い



た
東
京
は
初
期
に
於
け
る
こ
の
運
動
の
策
源
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て

李
根
源
ら
は
第
二
革
命
の
時
の
討
衰
総
司
令
暮
春
燈
を
南
洋
よ
り
迎

え
ん
と
し
、
文
李
烈
鈎
一
涯
は
雲
南
・
四
川
を
以
て
来
る
べ
き
討
嚢

の
根
接
地
と
な
ナ
ベ
く
、
察
鍔
と
秘
密
の
連
け
い
を
結
ぶ

K
至
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
雲
南
が
嘗
時
北
洋
軍
の
空
白
地
匿
で
あ
り
、

ζ

の
地

を
利
用

L
て
討
震
の
根
接
地
と
ナ
る
潟
、
黛
員
を
涯
遣
し
た
結
果
、

雲
南
に
於
け
る
軍
官
民
の
薬
鍔
に
寄
せ
る
信
望
を
み
、
察
を
擁
し
て

雲
南
に
翠
兵
ナ
れ
ば
反
嚢
闘
争
が
容
易
に
組
織
さ
れ
る
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
察
鍔
と
同
撃
の
黛
員
張
孝
准
を
通
じ

て
機
禽
あ
れ
ば
東
京
に
到
っ
て
倒
蓑
の
共
同
計
董
を
立
て
る
と
と
を

提
案
し
伊
。
か
く
て
天
津
に
於
て
張
孝
准
の
迎
え
を
受
け
た
察
鍔
が
、

彼
と
同
道
し
て
日
本
に
向
っ
た
理
由
に
は
、
蓑
の
監
視
の
限
を
逃
れ

る
震
で
あ
っ
た
と
同
時
に
文
、
東
京
の
園
民
黛
右
涯
と
の
結
合
の
目

的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
園
民
黛
右

涯
分
子
が
雲
南
を
討
衰
の
根
操
地
と
し
て
着
目
し
、
之
が
賓
現
の
震

に
察
鍔
と
結
び
更
に
進
歩
黛
と
接
近
し
て
い
っ
た
と
共
に
、
禁
鍔
も

や
は
り
第
二
革
命
に
失
敗
し
た
と
は
い
え
、
園
民
議
右
涯
の
討
蓑
勢

t

力
に
期
待
を
か
け
、
之
れ
と
聯
け
い
を
保
持
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
明
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白
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
等
は
上
海
・
香
港
等
に
移
動
し
て
、
蜂
起

一
方
雲
南
軍
界
に
於
て
も
、
愈
々
起

d
J

事
決
定
を
み
る
や
、
先
や
ノ
此
等
の
同
志
の
聞
に
そ
の
旨
を
告
げ
て
援

の
計
董
を
な
し
つ
つ
あ
っ
た
。

助
を
乞
う
と
共
に
、
東
京
園
民
業
右
涯
も
亦
方
韓
議
を
雲
南
に
涯
遣

し
て
各
地
の
反
哀
の
情
報
を
停
え
、
相
共

K
提
携
し
て
倒
蓑
に
嘗
る

こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
李
白
咳
の
前
掲
の
資
料
の
績
き
に
、
雲
南
に

於
て
、
起
事
の
軍
事
計
董
が
立
て
ら
れ
て
後
、
恐
ら
く
十
月
の
終
り

か
十
一
月
の
初
め
の
頃
の
こ
と
と
し
て
次
の
通
り
越
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
然
る
に
ζ

こ
に
圃
ら
や
J

も
二
つ
の
出
来
事
が
起
っ
て
、

そ
の

嘗
初
の
出
征
計
重
が
改
珍
ら
れ
、
更
に
別
の
方
法
で
一
層
大
規
模

- 43ー

に
や
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
は
嘗
時
上
海
、
香
港
方
面

に
根
擦
を
据
え
て
、
是
亦
同
じ
目
的
で
陰
謀
を
目
論
見
て
居
っ
た

李
根
源
・
鉦
永
建
・
谷
鐘
秀
・
張
築
廷
等
の
同
志
よ
り
電
報
を
以

て
贋
西
・
江
蘇
湾
し
く
頼
む
べ
き
を
報
じ
来
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

先
是
雲
南
が
愈
々
起
義
の
議
を
決
ナ
る
や
、
密
使
を
上
海
、
香
港

等
に
汲
遺
し
て
、
大
事
を
翠
ぐ
べ
き
旨
を
諸
同
志
に
告
げ
た
。
そ

の
結
果
李
根
源
等
の
一
涯
は
外
部
よ
り
之
を
盤
援
ナ
る
と
い
う
課

に
な
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
そ
の
二
は
方
盤
簿
が
新
に
海

外
よ
り
開
り
、
潜
か
に
雲
南
に
這
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
専

ら
海
外
の
形
勢
を
読
き
、
事
を
翠
ぐ
る
の
紹
好
の
機
舎
は
、
今
日
!



290 

を
措
い
て
復
た
来
ら
ざ
る
べ
き
を
主
張
し
た
。
此
の
結
果
と
し
て
、

方
峰
、か
は
唐
将
軍
の
代
理
と
し
て
雲
南
を
出
て
、

上
海
、
呑
港
の

聞
に
往
来
し
て
李
烈
鈎
、
本
T

根
源
等
と
連
絡
を
と
る
事
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
雲
南
の
政
府
は
外
部
の
同
志
と
巧
み
に
連
絡
を
保
ち
つ

つ
、
頻
り
に
内
部
に
於
て
濁
立
の
準
備
を
整
え
て
居
っ
た
の
で
あ

る。

而
し
て
十
二
月
中
旬
に
は
李
烈
鈎
・
熊
克
武
等
凡
そ
十
徐
人

微
服
し
て
雲
南
省
城
に
這
入
っ
て
き
た
。
」

又
「
謎
園
史
稿
」

に
引
く
と
こ
ろ
の
「
白
人
北
京
有
志
囲
之
宣
言

序
文
」
に、

「
此
次
の
雲
貴
の
濁
立
は
、
民
園
成
立
後
、
支
氏
の
帝
制
へ
の

野
心
に
劃
し
て
、
進
歩
犠
の
首
領
等
が
、
主
義
の
上
よ
り
之
に
反

掛
し
、
多
数
の
人
民
の
奮
殺
義
憤
す
る
者
、
最
も
中
心
の
勢
力
と

な
る
。
而
し
て
革
鎮
の
分
子
、
之
れ
と
勾
遇
す
る
は
、
そ
の
結
束

頗
る
輩
固
な
る
を
徴
す
る
に
足
り
、
決
し
て
侮
る
べ
か
ら
ナ
。」

と
あ
り
、
之
れ
に
つ
い
て
由
雲
龍
は
更
に
次
の
様
に
つ
け
加
え
て
い

る

「雲
南
軍
政
の
要
人
の
多
く
は
も
と
園
民
議
員
で
あ
る
。
起
義

の
後
、
曾
っ
て
唐
継
一
偽

・
李
宗
寅
を
上
海
に
源
遺
し
て
革
命
同
志

と
辿
絡
せ
し
め
、
文
、
孫
組
理
・
陳
英
土
雨
先
生
の
指
示
を
受
け
、

沿
江
一
幣
の
議
人
を
競
召
し
て
直
接
間
接
の
協
力
援
助
を
訪
う
た

0

.
・
:
事
賞
、
起
義
の
中
堅
人
物
で
あ
る
庸
継
尭

・
赤
十
烈
鈎

・
熊
克

武
等
の
如
き
は
皆
な
民
集
の
要
人
で
あ
り
、
他
議
が
そ
の
勢
力
を

左
右
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。」

即
ち
、
此
等
の
記
事
が
護
園
軍
に
於
て
占
め
た
、
諮
問
園
民
議
系
(
特

に
右
振
の
)
の
勢
力
を
高
く
許
債
し
て
い
る
黙
に
於
て
、

そ
の
指
摘

は
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
彼
等
の
活
動
は
起
義
に
劉
ナ
る

軍
資
金
、
軍
需
物
資
の
援
助
或
は
外
部
と
の
連
絡
の
面
に
於
て
特
に

功
績
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ζ

の
起
義
計
霊
の
主
陸
と
な
っ
た
も
の

- 44ー

は
、
飽
く
ま
で
も
雲
南
少
駐
軍
官
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
っ
た
こ
と
に
愛

り
は
な
い
。

即
ち
起
義
首
初
に
於
け
る
護
園
軍
の
支
隊
長
以
上
の
職

は
、
大
部
分
雲
南
出
身
の
軍
官
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
外
部
か
ら
入

っ
た
奮
闘
民
熊
に
属
ナ
る
者
は
、
ポ
ナ
烈
鈎

・
方
敵
町
議
ら
の
極
く
少
数

で
あ
っ
た
。
文
、

ζ

の
ζ

と
は
進
歩
黛
系
が
首
初
護
園
軍
に
於
て
占

め
た
地
位
に
つ
い
て
も
該
賞
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
雲
南
と
特
別
の

関
係
に
あ
っ
た
察
鍔
を
除
け
ば
、
進
歩
業
系
に
属
ナ
る
者
は
戴
識
・

陳
廷
策

・
籍
忠
寅
等
の
三
人
に
す
ぎ
歩
、
梁
魯
超
の
如
き
は
遂
に
雲

南
に
入
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
が
護
園
軍
と
事
質
上
接
燭
ナ
る
様

に
な
っ
た
の
は
、
康
西
都
督
陸
柴
廷
の
密
使
の
迎
え
を
受
け
て
秘
か



に
上
海
よ
り
脱
出
し
、

日
本
人
の
援
助
に
よ
り
三
月
十
六
日
海
防
に

更
に
蹟
西
を
経
て
康
東
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
(
従
軍

日
記
)
ζ

の
運
動
は
進
歩
黛
と
園
民
黛
右
涯
と
の
統
一
戦
線
的
性
格

を
も
っ
て
い
る
が
、
然
し
起
義
嘗
初
に
お
け
る
以
上
の
事
責
は
、
こ

到
着
、

れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。

六
、
諸
省
の
響
臆
と
軍
務
院
の
成
立

雲
南
起
義
に
際
し
て
今
一
つ
注
目
ナ
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
起
義
が

蛍
時
の
雲
南
人
民
従
よ
っ
て
熱
烈
に
支
持
さ
れ
た
と
と
で
あ
る
。
文
、

ζ

の
ζ

と
は
護
国
軍
の
軍
規
が
北
洋
軍
に
比
し
て
よ
く
保
た
れ
た
ζ

と
と
合
せ
て
、
作
戦
に
嘗
フ
て
農
民
の
協
力
を
え
、
食
糧
・
弾
薬
・

傷
兵
の
職
、
途
或
は
敵
軍
の
情
報
提
供
等
に
於
て
も
極
ゆ
て
有
利
な
篠

件
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ζ

の
事
に
つ
い
て
は
白
雲
龍
・
葉
成
林

の
記
録
に
も
み
え
る
し
、
文
朱
徳
が
四
川
の
櫨
州
攻
撃
を
回
想
し
て

語
っ
た
言
葉
の
中
に
も
現
わ
れ
て
い
例
。

と
も
あ
れ
作
戦
の
早
期
賞
施
と
、
意
軍
に
比
べ
て
兵
力

・
弾
薬
共

に
紐
封
数
に
於
て
劣
る
護
園
軍
が
、
よ
く
室
軍
の
増
援
に
封
抗
し
て

議
期
の
如
き
成
果
を
あ
げ
え
な
く
と
も
、
三
月
中
旬
ま
で
四
川
南
部
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を
職
場
と
し
て
、

そ
の
力
量
を
可
成
の
程
度
ま
で
護
揮
し
え
た
背
後

に
は
、
「
寄
老
舎
の
農
民
」
更
に
は

一
般
民
衆
の
中
に
‘
於
け
る
反
嚢

の
感
情
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
事
貫
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
・
な
い
で
あ

ろ
う
。

ζ

の
贋
汎
な
民
衆
の
反
霊
感
情
と
四
川
・
贋
西

・
康
東
諸
省

の
響
臆
は
、

北
京
政
府
を
し
て
二
月
廿
二
日
登
極
請
願
禁
止
令
、
更

に
三
月
廿
二
日
帝
制
取
消
を
護
表
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
最
後
に
、

雲
南
濁
立
に
響
醸
ナ
る
に
至
っ
た
諮
省
の
概
略
の
事
情
を
述
べ
て
、

軍
務
院
成
立
並
に
撤
錨
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

先、ヂ
ζ

の
運
動
に
最
初
に
響
臨
服
し
て
濁
立
宣
布
を
し
た
の
は
貴
州

で
あ
っ
た
。
(
一
月
廿
七
日
)
貴
州
は
雲
南
と
地
理
上

・
戦
術
上
に

-45 -

於
て
密
接
な
開
係
に
あ
る
と
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
若
し
貴
州
が

北
洋
軍
の
手
中
に
陥
る
・
な
ら
ば
、
護
圏
軍
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
と

な
る
の
み
な
ら
歩
、
湖
南
を
粧
て
長
江
流
域
に
出
る
と
と
も
不
可
能

に
な
る
。
従
っ
て
雲
南
濁
立
宣
布
と
共
に
、
察
鍔
は
貴
州
護
軍
使
劉

頼
性
に
謝
し
て
響
臆
を
耕
一
ゆ
、
更
に
一
月
二
日
戴
齢
・
王
伯
群
を
貴

陽
に
、
透
っ
て
讃
斡
南
軍
聯
系
の
工
作
を
な
さ
し
め
た
。

そ
も
そ
も
貴
州
に
於
て
は
、
辛
亥
革
命
に
際
し
て
同
盟
舎
に
属
し

た
自
治
皐
祉
が
張
百
麟
ら
に
ひ
き
い
ら
れ
て
革
命
の
中
核
と
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
光
復
後
、
輿
義
の
土
豪
劉
額
世
を
は
じ
め
と
し
て
任

可
澄

・
戴
撮
ら
の
君
憲
涯
が
自
治
島
一
'
祉
に
封
立
し
、
寄
老
舎
匪
の
鋭
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に
名
を
か
り
て
察
鍔
に
濃
軍
の
源
兵
を
乞
い
、
徹
底
的
な
反
革
命
を

閉
山

行
っ
た
と
い
う
痛
ま
し
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
後
刻
願
世
は

貴
州
都
督
唐
縫
需
の
下
で
軍
政
部
長
に
な
り
、

つ
づ
い
て
護
軍
使
と

し
て
貴
州
の
兵
機
を
握
っ
た
。
こ
の
様
な
経
歴
を
有
ナ
る
劉
願
世
が

護
園
運
動
に
自
ら
進
ん
で
響
腔
ナ
る
紘
一口
は
な
く
、
雲
南
の
勧
告
に
劃

し
て
極
力
局
外
中
立
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
早

く
か
ら
濁
立
を
主
張
し
て
い
た
貴
州
軍
園
長
王
文
輩

・
熊
其
動
・
呉

停
盤
等
は
劉
の
こ
の
様
な
態
度
に
強
く
反
封
し
、
更
に
一
月
十
八
日

に
聞
か
れ
た
人
民
代
表
大
合
は
劉
願
世
に
濁
立
宣
布
の
要
求
を
議
決

国

し
た
。
そ
し
て
同
廿
四
日
、
奈
の
率
い
る
軍
隊
が
貴
陽
に
進
出
ナ
る

に
及
ん
で
廿
七
日
客
現
状
勢
の
逼
迫
は
途
に
劉
願
世
を
し
て
濁
立
宣

布
の
己
む
な
き
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

績
い
て
三
月
十
五
日
康
西
が
濁
立
し
た
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
、
士
口

野
博
士
や
卒
川
氏
ら
は
既
に
革
命
の
前
後
か
ら
汲
想
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
然
し
事
賓
は
、
都
督
陸
築
廷
の
護

園
箪
に
掛
ナ
る
態
度
も
極
め
て
陵
株
な
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
彼
は

震
世
凱
に
射
し
て
粂
々
不
満
を
持
ち
、

文
玄
も
彼
に
劃
し
て
王
組
問

を
巡
妓
使
と
し
て
間
以
西
に
迭
り
、
暗
に
そ
の
行
動
を
監
覗
せ
し
め
る

生寸の
ζ

と
を
し

τい
た
が
、
然
し
之
れ
を
以
て
吉
野
博
士
の
言
の
如

く
、
「
彼
の
蓑
世
凱
に
針
ナ
る
態
度
は
初
め
よ
り
鮮
明
な
も
の
で
あ

っ
た
」
と
は
い
い
難
い
。
即
ち
雲
南
濁
立
宣
布
嘗
時

そ
の
響
鹿
を

促
さ
れ
た
に
も
不
拘
、
僅
か
に
康
商

・
雲
南
の
不
可
侵
を
約
ナ
る
に

止
っ
て
、
局
外
中
立
の
立
場
を
と
っ
た
。
彼
も
亦
北
洋
軍
閥
の
勢
力

を
恐
れ
る
と
共
に
、
何
よ
り
も
鴻

・
段
の
動
向
を
注
目
し
、

一
月
、
唐
伯
珊
・
陸
協
五
の
二
人
を
上
海

・
南
京
に
涯
遣
し
て
鳴
と

一
六
年

の
連
け
い
を
強
化
す
る
と
共
に
、
梁
啓
超
を
康
西
に
迎
え
ん
と
し
た
。

更
K
三
月
七
日
室
世
凱
よ
り
貴
州
宣
撫
使
の
命
を
受
け
、
龍
親
光
と

同
道
し
て
雲
南
に
向
っ
た
時
に
も
、
彼
は
依
然
と
し
て
形
勢
観
望
の
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態
度
を
と
っ
て
い
た
。
即
ち
陸
の
監
視
役
王
租
同
の
京
世
凱
宛
の
電

文
に
依
れ
ば
、
十
一
日
南
寧
を
出
護
ナ
る
直
前
、
聞
か
れ
た
軍
事
禽

議
の
席
上
、
康
西
軍
第
一
師
長
陳
阻
爆
が
討
蓑
起
義
を
陸
に
迫
っ
た

回

の
に
謝
し
て
、
彼
は
明
白
な
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

彼
が
謹
園
軍
に
響
醸
し
て
討
室
を
決
定
し
た
の
は
賓
に
そ
の
濁
立
を

宣
布
し
た
十
五
日
の
嘗
日
で
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
は
康
西
の
中
下
級

軍
官
の
最
後
的
な
要
求
に
迫
ら
れ
た
が
需
で
あ
っ
た
。
即
ち
康
西
の

軍
官
が
鎮
守
使
陳
柄
蝿
・
語
浩
明

・
英
祭
新
に
一
過
っ
て
陸
祭
廷
に
最

後
通
牒
を
提
出
し
て
康
西
の
濁
立
宣
布
を
要
求
し
た
が
、
陳
の
文
章

中
K

「
帝
制
の
議
起
り
、
内
外
騒
然
。
九
そ
血
気
あ
る
者
憤
激
せ
ざ



所、る
な

濁、し
立、
は、我
避、が
け、省
難、の
レ 軍
」。ω心

民
と

気
あ
る
の
は

大
勢
の
趨
く

日
に
盆
々
激
昂
し
、

そ
の
事
を
停
え
る
も
の

で
あ
り
、
康
西
の
濁
立
が
決
し
て
陸
祭
廷
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
寧
ろ
軍
民
の
要
求
|
特
に
少
批
寧
官
ー
が
然
ら
し
-
む
た
と

云
う
べ
き
で
あ
る
。

贋
西
の
濁
立
に
つ
い
で
四
月
六
日
康
東
、
十
二
日
漸
江
も
亦
濁
立

宣
布
し
て
と
れ
に
響
臆
ナ
る
に
至
っ
た
。
康
東
将
軍
龍
横
光
は
第
二

革
命
に
際
七
、
康
東
の
園
民
黛
に
劃
し
て
徹
底
的
な
弾
監
を
加
え
た

張
本
人
と
し
て
震
の
信
任
を
受
け
、

そ
れ
以
来
彼
の
勢
力
は
南
方
に

於
け
る
北
洋
軍
閥
の
一
様
貼
と
な
っ
て
い
た
。
然
し
な
が
ら
康
東
は

ω
 

依
然
と
し
て
民
議
の
策
源
地
で
あ
り
、
既
に
一
五
年
七
月
、
鐘
明
光

ら
の
翠
あ
り
、
一
六
年
に
入
っ
て
は
徐
動
・
陳
畑
明
・
鶏
邦
卒
・
林

虎
・
朱
執
信
・
郵
鰹
・
葉
夏
麗
ら
が
倒
衰
の
軍
を
起
し
、
三
月
三
十

日
園
長
莫
筆
字
は
潮
仙
に
於
て
、
績
い
て
鎮
守
使
隆
世
儲
も
亦
欽
廉

K
於
て
濁
立
に
響
臆
し
加
。
贋
酋
の
陸
築
廷
は
龍
済
光
に
劃
し
て
屡

々
そ
の
濁
立
宣
布
を
悠
癒
し
た
が
、
彼
は
却
っ
て
震
に
密
電
を
裂
し

て
北
洋
軍
の
南
下
を
要
求
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
然
し
北
洋
軍
の
到
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達
前
四
月
四
日
、
康
東
河
に
停
泊
中
の
賓
壁
・
江
大

・
江
固
等
の
般

船
が
突
然
民
軍
に
呼
臆
し
て
自
由
行
動
を
と
り
、
更
に
五
日
徐
動
の

指
揮
に
属
ナ
る
攻
城
司
令
規
邦
卒
が
艦
船
を
率
い
て
虎
門
に
至
h
y
、

ω
 

慶
州
攻
略
の
準
備
を
す
る
に
及
ん
で
、
六
日
遂
に
濁
立
を
宣
言
し
た
。

然
し
濁
立
と
い
っ
て
も
、
民
軍
の
進
攻
と
康
西
軍
の
歴
迫
を
受
け
た

結
果
の
己
む
を
え
ざ
る
自
衛
的
濁
立
・
偽
濁
立
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、

四
月
八
日
、

贋
東
に
於
け
る
各
黛
聞
の
制
札
機
を
緩
和
し
、
民
軍
と
の

合
作
を
議
ナ
る
震
に
龍
が
召
集
し
た
所
謂
「
海
珠
曾
議
」
の
席
上
、

龍
一
味
の
警
衛
軍
統
領
顔
啓
漢
が
、
梁
啓
超
系
の
謹
皐
衡
及
湯
費
頓

を
刺
殺
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
梁
啓
超
の
憤
激
を
受
け
た
が
、
結
局
、

陸
築
廷
・
張
鳴
岐
の
調
停
と
室
世
凱
の
密
偵
察
乃
爆
の
慮
刑
を
以
て

四
月
十
九
日
龍
と
の
妥
協
が
成
立
し
た
。
か
く
て
四
月
廿
七
日
、
康
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西
都
督
陸
築
廷
・
康
東
都
督
龍
済
光
・
梁
啓
超
・
李
根
源
等
は
香
港

よ
り
入
っ
た
出
今
春
燈
を
擁
し
て
雨
贋
護
闇
軍
都
司
令
と
な
し
、
其
の

司
令
部
を
肇
慶
城
内
に
設
置
し
、
五
月
一
日
を
以
て
其
成
立
を
祝
し

た
。
更
に
五
月
八
日
、
粂
ね
て
よ
り
梁
砕
超
の
計
重
で
あ
っ
た
濁
立

四
省
を
一
固
と
ナ
る
軍
務
院
の
組
織
が
麿
縫
尭
・
劉
願
世
・
陸
栄

廷
・
龍
済
光
の
名
の
下
に
護
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
組
織
僚
令

第
一
僚
に
よ
っ
て
み
る
に
、
其
の
任
務
は
「
大
総
統
に
直
隷
し
、
全

固
め
軍
機
を
統

一
審
排
し
並

K
職
事
及
び
其
前
後
一
切
の
政
務
を
行

ぅ
L

と
あ
る
。

即
ち
軍
務
院
は
事
質
上
の
臨
時
政
府
で
あ
っ
て
、
時
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局
を
妥
協
的
に
解
決
せ
や
ノ
、
飽
く
ま
で
四
省
の
軍
事
的
統

一
・を
謀
り
、

震
政
府
に
封
し
徹
底
的
に
其
死
命
を
制
せ
ん
と
ナ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

而
し
て
大
総
統
に
は
家
元
洪
を
推
し
て
虚
位
総
統
と
し
、
撫
軍
長
唐

縫
尭
・
副
長
山
今
春
燈

・
撫
軍
粂
政
務
委
員
長
梁
啓
超
の
下
に
、
劉
額

世

・
陸
築
廷

・
龍
済
光

・
呂
公
望
(
淑
江
豚
督
)
・
湯
務
銘
一(
湖
南
都

督
)
・
察
鍔

・
戴
識

・
羅
細
川
金

・
李
烈
鈎
・
陳
情
焼
(
鹿
西
陸
軍
第
一

師
長
)
・
李
鼎
新
(
海
軍
縮
刷
司
令
)
・
劉
存
厚
四
川
陸
軍
第
三
師
長
)

等
十
三
名
が
撫
軍
の
職
に
名
を
連
ね
、
更
K
園
民
黛
系
の
唐
紹
儀

・

李
根
源
・
谷
鐘
秀

・
鉦
永
建

・
林
虎
等
も
こ
れ
に
参
加
す
る
に
至
つ

ω
 

:
。

み
パ

」

七

運
動
の
獲
質
と
限
界

と
こ
ろ
で
こ
の
様
に
し
て
成
立
し
た
軍
務
院
は
表
面
的
に
み
れ
ば

従
来
の
西
南
各
省
の
護
国
軍
を
統
一
ナ
る
機
構
と
し
て
、

こ
の
運
動

の
歴
史
に
於
て
一
時
期
を
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
、
北
方
段
内
閣

に
針
し
て
大
き
な
牽
制
の
意
義
を
持
っ
た
も
の
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
c

然
し
な
が
ら
こ
れ
を
そ
の
内
部
に
入
っ
て
考
察
す
る
と
、
軍
務
院
の

成
立
は
寧
ろ
こ
の
運
動
に
射
し
て
限
界
と
獲
質
を
萌
す
も
の
に
外
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
主
な
二
つ
の
理
由
を
次
に
述
べ
た
い
。

第
一
に

こ
の
運
動
の
員
の
主
動
者
が
、
決
し
て
都
督
と
か
将
軍

と
か
い
わ
れ
る
綾
な
地
位
に
あ
る
者
で
は
な
く
て
、
新
軍
の
中
下
級

士
官
に
よ
っ
て
起
さ
れ
、
文
民
軍
の
起
義
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ζ

の
事
情
は
先
の
四
省
を
は
じ
め
、

そ
の
後
濁
立
を

宣
布
し
た
淑
江
・
山
東

・
険
西
・
湖
南
に
於
て
も
大
同
小
異
で
あ
っ

た
。
此
等
の
省
の
都
督
、
将
軍
は
北
洋
軍
と
倒
蓑
の
二
大
勢
力
の
中

に
あ
っ
て
、
共
和
護
持
の
中
堅
分
子
で
あ
っ
た
少
批
士
官
の
力
に
h
H

さ
れ
て
結
局
牟
濁
立

・
眼
濁
立
の
名
義
を
以
て
そ
の
態
度
を
糊
塗
し

た
の
で
あ
る
。
然
る
に
軍
務
院
の
組
織
を
み
る
や
、
雲
南
護
園
軍
に

- 48ー

於
け
る
此
等
軍
官
は
殆
ん
と
参
加
せ
ナ
、
撫
軍
と
し
て
寅
楼
を
握
つ

た
の
は
唐
綴
尭
・
陸
祭
廷

・
龍
済
光

・
劉
顛
世
・
山
今
春
憧
・
ロ
ロ
公

そ
の
事
責
上
の
指
導
的
地

望

・
湯
務
銘
等
の
都
督

・
将
軍
で
あ
り
、

位
K
立
っ
た
の
は
進
歩
禁
を
代
表
ナ
る
梁
啓
超
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

軍
務
院
の
成
立
に
よ
っ
て
こ
の
運
動
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
起
義
嘗
初
に

於
け
る
新
軍
々
官
か
ら
完
全
に
此
等
軍
閥
政
客
の
手
K
移
行
し
た
の

で
あ
る
。
と
れ
は
第
三
革
命
の
主
瞳
の
大
き
な
繁
化
を
意
味
，ナ
る
も

の
で
あ
る
。
軍
務
院
の
成
立
が

一
見
、
分
散
せ
る
勢
力
の
一
大
結
集

の
様
K
見
え
・
な
が
ら
、
而
も
内
部
に
於
け
る
こ
の
様
な
愛
質
は
、

こ

の
運
動
が
蛍
初
の
贋
汎
な
反
衰
勢
力
の
高
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ナ
、



意
外

κ早
く
北
方
と
の
妥
協
が
成
立
し
た
根
本
的
な
原
因
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
、

ζ

の
運
動
は
倒
震
と
い
う
蛍
時
と
し
て
最
も
時
流
に
投
じ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
集
っ
た
進
歩
黛
・
奮
園
民
黛
系
(
特
に
右
汲

分
子
)

-
西
南
軍
閥
の
統
一
戦
線
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
然
し
な

が
ら
、

一
一
回
こ
れ
は
、

乙
の
運
動
の
中
に
潜
在
ナ
る
隠
れ
た
る
弱
黙

で
も
あ
っ
た
。
即
ち
蓑
世
凱
の
急
死
(
六
月
六
日

)
K
よ
っ
て
共
同

の
闘
争
目
標
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、

ζ

の
運
動
を
し
て
全
一
く
各
黛
源

の
勢
力
争
い
の
場
と
化
せ
し
め
る
結
果
に
な
り
、

そ
の
弱
離
が
こ
ζ

に
遺
憾
な
く
曝
露
さ
れ
る
と
と

K
な
っ
た
。
軍
務
院
の
設
立
は
主
と

ω
 

し
て
梁
啓
超
の
構
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
成
立
と
同

ω
 

時
に
撫
軍
粂
政
務
委
員
長
の
重
要
な
職
に
就
い
た
。
而
も
彼
が
そ
の

設
立
に
蛍
つ
て
は
、
殆
ん
と
陸
策
廷
や
龍
済
光
等
と
の
相
談
の
下
に

事
を
運
び
、

こ
れ
に
劃
し
て
「
園
民
黛
系
の
も
の
は
こ
の
様
な
新
機

闘
の
設
立
に
反
封
し
、
暗
に
彼
等
軍
務
院
護
起
者
の
濁
り
名
を
成
さ

ん
こ
と
を
牽
制
ナ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
」

然
る
に
依
然
と
し
て
北
方

の
情
勢
が
好
轄
し
な
い
の
を
見
た
彼
等
は
、

「
偶
々
軍
務
院
の
計
重
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護
表
と
共
に
、
兎
も
角
従
来
の
行
き
掛
り
を
捨

τて
其
傘
下
に
馳
せ

回

参
ホ
ノ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
結
局
ζ

の
療
な
経
緯
か
ら
軍
務

院
が
進
歩
黛
系
と
園
民
黛
系
と
の
連
立
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
う

も
の
の
、
軍
務
院
の
質
権
を
握
る
撫
軍
の
職
に
は
進
歩
黛
系
が
十
一

名
と
い
う
大
多
数
を
占
め
た
の
に
掛
し
、
園
民
黛
系
の
撫
軍
は
僅
か

李
烈
鈎
・
山
今
春
埴
の
二
人
に
止
り
、
他
は
縮
て
伴
食
の
地
位
し
か
興

え
ら
れ
な
い
結
果
に
な
っ
た
。

一
桂
、
先
に
も
燭
れ
た
如
く
、
護
園

軍
組
織
の
蛍
初
に
於
て
進
歩
黛
系
に
属
ナ
る
も
の
は
、
僅
か
三
・
四

名
に
ナ
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
軍
務
院
成
立
を
機
と
し
て
梁
啓
超
に
ひ

き
い
ら
れ
た
そ
の
勢
力
は
著
る
し
く
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
と
り

も
直
さ
や
ノ
、
園
民
黛
系
と
進
歩
黛
と
の
相
魁
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
マ

- 49ー

き
た
ζ

と
を
誼
ナ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
而
も
と
の
爾
者
の
劉
立

は
建
に
軍
務
院
撤
錨
問
題
を
め
ぐ
っ
て
完
全
に
破
局
を
迎
え
た
。

即
ち
六
月
廿
九
日
、
南
方
の
勢
力
に
屈
し
た
北
方
政
府
は
奮
約
法

の
快
復
、
、奮
闘
禽
召
集
を
撃
明
し
て
、
南
・
一
方
要
求
の
四
僚
件
の
中
二

篠
件
が
解
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
内
閣
改
造
・
・
帝
制
踊
首
の
懲
耕
問

題
の
二
候
件
は
未
解
決
で
あ
る
。
而
も
梁
啓
超
・
湯
化
龍
等
は
こ
の

際
に
於
て
既
に
種
々
の
名
目
を
以
て
軍
務
院
撤
錨
の
信
用
に
暗
躍
を
始

細

め
た
。

ζ

れ
に
劃
し
て
、
国
民
黛
系
の
唐
紹
儀
・
孫
洪
伊
・
張
耀
曾

等
は
残
る
二
候
件
が
賞
現
ナ
る
ま
で
は
飽
く
ま
で
軍
務
院
の
存
績
を

主
張
し
た
。
即
ち
、
元
来
北
方
に
政
治
的
基
礎
を
持
つ
進
歩
業
系
は
、
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自
己
に
と
っ
て
最
善
の
機
禽
を
み
て
之
と
妥
協
し
政
権
の
座
に
結
托

せ
ん
と
し
た
の
に
射
し
、
奮
闘
民
業
系
が
未
だ
北
方
に
そ
の
政
治
的

根
擦
を
み
る
能
わ
ざ
る
現
在
、

こ
の
護
園
軍
を
基
盤
に
し
て
徹
底
的

に
北
方
に
封
抗
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
軍
務
院
内
部
に
於

け
る
爾
濃
の
分
解
は
必
至
と
な
り
、
更
に
七
月
十
四
日
、
北
方
政
府

の
帝
制
踊
首
慮
罰
の
盤
明
を
傑
件
と
し
て
、
軍
務
院
の
撤
錨
が
梁
啓

間

超
K
よ
っ
て
強
引
に
賓
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
ζ

に
園
民
業
は
完

全
に
梁

一
涯
に
裏
切
ら
れ
た
結
果
に
な
り
、
倒
震
と
い
う
目
標
の
篤

K
の
み
結
合
さ
.
れ
て
来
た
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
勢
力
は
、

そ
の
本
来

の
政
争
の
立
場
に
返
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
相
反
す
る
政
黛
に
よ
る

統
一
戦
線
の
限
界
貼
が
同
時
に
文
ζ

の
運
動
の
終
局
を
意
味
し
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

む

ナ

び

之
を
要
す
る
に
護
園
軍
起
義
は
、
第
二
革
命
後
急
速
に
倒
震
の
篤

の
客
観
的
諸
篠
件
の
成
熟
し
た
雲
南
の
地
を
背
景
に
、
雲
南
新
軍
の

中
下
級
少
壮
士
官
が
中
核
と
な
っ
て
諜
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼

等
士
官
の
大
部
分
は
辛
亥
革
命
の
経
験
を
鰹
た
共
和
護
持
の
中
堅
分

子
で
あ
っ
た
。
遁
設
の
如
く
察
鍔
や
庸
縫
尭
を
以
て
そ
の
謎
動
者
と

ナ
る
こ
と
は
、
歴
史
的
事
賓
を
無
視
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
而
し
て
ζ

の
運
動
は
、

文
諸
省
に
於
け
る
少
佐
軍
官
グ
ル
ー
プ

の
共
鳴
と
民
衆
の
支
持
を
え
て
急
速
に
進
展
し
、
北
方
に
劃
し
て
隠

然
た
る
勢
力
を
形
成
し
た
。
と
同
時
に
、

こ
の
運
動
が
倒
嚢
と
い
う

共
同
目
標
の
下
に
梁
啓
超
を
中
心
と
す
る
進
歩
簸
系
と
右
波
園
民
議

系
と
の
統
一
戦
線
的
性
格
を
持
つ
K
至
っ
た
。

然
し
運
動
の
進
展
と
共
K
|
特
に
軍
務
院
の
成
立
を
機
と
し
て
、

そ
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
は
起
義
蛍
初
に
於
け
る
新
軍
の
少
壮
士
官
の
手
か

ら
軍
閥
政
客
の
手
に
移
行
し
、
更
に
、
元
来
政
治
的
立
場
を
異
に
ナ

- 50-

る
進
歩
窯
と
園
民
償
問
系
の
勢
力
は
、
共
通
の
目
標
を
喪
失
す
る
ζ

と

に
よ
っ
て
忽
ち
針
立
政
争
を
引
き
起
し
、
軍
務
院
の
撤
錦
問
題
を
め

ぐ
っ
て
そ
の
破
局
に
直
面
し
た
。
こ
の
運
動
が
結
果
に
於
て
第

一
革

命
と
同
じ
運
命
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
以
上

の
原
因
|
主
鐙
の
襲
化
と
統
一
戦
線
の
限
界
ー
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
五
八

・
一
0
・
一
四
)

-王

ω此
の
小
論
の
構
想
が
大
槌
ま
と
ま
っ
た
時
に
、
金
沖
及

「
雲
南
護
園
運
動

的
良
正
後
勤
者
是
誰
?
」
(
復
旦
皐
報
五
六
年
二
期
人
文
科
診
)
を
京
都
日

中
友
好
協
命
を
通
じ
て
開
殺
す
る
ζ

と
が
出
来
、
同
論
文
と
小
論
の
決
論
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が
偶
々
一
致
す
る
こ
と
を
知
フ
た
。
両
氏
も
そ
の
中
で
v

こ
の
運
動
に
関

し
て
系
統
的
な
論
文
・
著
作
が
中
園
で
も
従
来
無
か
っ
た
ζ

と
を
指
摘
し

て
い
る
。
然
し
新
ら
し
い
資
料
は
最
近
「
近
代
史
資
料
」
に
も
掲
載
さ
れ
、

又
邦
調
辞
さ
れ
た
ス
メ
ド
レ
ー
の
「
偉
大
な
る
道
」
に
も
貴
重
な
資
料
が
含

ま
れ

T
い
る
。
向
、
金
氏
の
論
文
は
、
そ
の
後
半

K
於
て
、
倒
実
運
動
の

必
然
性
を
業
政
機
治
下
に
於
け
る
経
済
的
・
社
禽
的
矛
盾
を
中
心
に
し
て

全
図
的
な
立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
。

倒
吉
野
博
士
「
中
園
革
命
小
史
」
大
正
六
年
八
月
刊
。
同
「
第
三
革
命
後
の

中
園
」
大
正
十
年
二
月
刊
「
吉
野
作
造
博
士
民
主
主
義
論
集
」
第
七
巻
所

収
。
松
本
鎗
士
口
・
波
多
野
乾
一
共
著

「
支
那
政
策
史
稿
」
大
正
七
年
二
月

刊
。
卒
川
清
風
氏
「
支
那
共
和
史
」
大
正
九
年
九
月
刊

ゆ
「
盾
鼻
集
」
、
「
閣
位
戦
争
弟
歴
談
」
(
一
六
年
、
大
陸
報
上

K
端
技
表
)
「
飲

ゆ
ゆ
室
合
集
」
専
集
第
九
冊
所
収
「
護
園
之
役
回
顧
談
」
「
飲
体
室
合
集
」

文
集
第
十
四
冊
所
収

ω僅
か
に
起
事
の
貼
に
つ
い
て
「
雲
南
軍
界
都
是
察
公
蓄
部
、
況
且
又
経
幾

個
月
布
置
、
自
然
根
本
上
波
有
多
大
問
題
、
但
到
了
臨
事
、
也
不
菟
言
略

事
雑
、
幾
乎
波
動
不
成
。
」
と
あ
り
、
何
か
複
雑
な
事
情
を
暗
示
し
て
い

る
丈
け
で
あ
る
。
(
護
園
之
役
回
顧
談
)

伺
前
掲
「
第
三
革
命
後
の
中
園
」
所
収

川
別
「
園
民
熊
史
稿
」
第
三
二
周
、
一

O
五
八
|
九
頁

「
園
民
黛
史
略
」
一
六
七
|
八
頁

州

W
次
に
掲
げ
る
こ
つ
の
資
料
は
先
掲
の
資
料
を
補
う
震
に
金
氏
の
論
文
よ
り

鱒
用
。

制
「
近
代
史
資
料
」
(
五
七
年
第
五
期
)
所
収

仙

w
由
雲
龍
「
護
園
史
稿
L

(

近
代
史
資
料
五
七
年
四
期
)
所
収

帥
ス
メ
ド
レ
ー
、
邦
詳
「
偉
大
な
る
道
」
上

ω「
第
三
革
命
後
の
中
園
」
一
六
五
頁

同
ス
メ
ド
レ
ー
、
一
一
九
頁

制
「
第
三
革
命
後
の
中
園
」
一
六
六
頁

制
卒
川
清
風
「
支
那
共
和
史
」
三
八
四
頁

帥

右

同

三

七

O
頁

制
問
越
鏡
奇
「
前
掲
書
」

間
ス
メ
ド
レ
ー
、
九
一
|
五
頁

胸
右
同
一
一
一
一
貝

帥
右
同
一
一
ム
ハ
頁

制
護
園
軍
の
組
織
成
員
表
は
「
護
園
史
稿
」
及
金
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。

辛
亥
革
命
時
に
於
け
る
雲
南
新
軍
士
官
に
つ
い
て
は
、
孫
種
因
「
重
九
戦

記
」
附
雲
南
首
義
諸
人
革
命
以
前
経
歴
(
中
園
近
代
史
資
料
叢
刊
、
辛
亥

革
命
制
)
参
照

制
金
氏
論
文
中
「
護
園
寧
成
員
名
表
」
参
照

伺
「
近
代
史
資
料
」
五
七
年
第
五
期
所
収

同
開
「
近
代
史
資
料
」
五
七
年
第
五
期
所
収

ω前
掲
「
支
那
政
策
史
稿
」
一
七
七
頁

倒
士
口
野
博
士
「
第
三
革
命
後
の
中
園
」

M
W

「
中
園
園
民
篤
史
稿
」
一

O
五
八
頁

M
W
陶
菊
除
「
北
洋
軍
閥
統
治
期
史
話
」
第
二
冊
一
五
二
頁

鈎
葉
成
林
「
前
掲
書
」

同
開
「
蛍
召
集
第
一
次
軍
事
合
議
時
、
議
論
非
常
複
雑
、
各
色
各
様
都
有
。
有

読
干
得
的
、
有
読
干
不
得
的
。
蛍
時
有
職
位
的
、
或
職
位
比
較
高
的
、
多

不
願
意
干
、
因
鴛
他
例
筈
伯
一
千
起
来
芸
捧
了
他
例
的
職
位
。
而
波
有
職
位

九
四
頁

- 51-



的
、
図
第
無
所
顧
慮
、
他
例
希
望
在
反
案
中
捻
尋
出
同
問
、
閃
此
、
都
主
張

要
干
。
首
時
分
作
三
源
、
一
一
拡
是
主
戦
時
仙
、
一
時
限
是
保
守
源
。
一
源
則
是

中
立
源
。
」
(
業
成
林
前
掲
書
)

川
開
陶
菊
総
「
前
掲
書
」
一
五
三
|
四
頁
及
び
「
論
説
園
之
役
回
願
談
」

向
、
察
組
問
の
最
初
の
計
霊
は
、
廿
三
日
に
四
川
を
襲
い
実
寧
が
そ
の
兵
力

を
調
え
る
前
に
之
れ
を
占
領
し
、
廿
日
聞
に
ζ

の
任
務
を
完
了
し
た
後
、

獅
立
宣
布
す
る
珠
定
で
あ
フ
た
。
然
る
に
預
定
K
先
立
っ
て
決
行
し
た
こ

と
は
、
軍
事
的
に
は
雲
南
軍
に
と
っ
て
木
利
な
結
果
を
奥
え
る
ζ

と
に
な

っ
た
。
「
蛍
時
察
篤
信
給
梁
瞥
趨
設
、
宣
布
過
濯
、
固
有
妨
大
局
、
宣
布

早
、
殊
子
軍
事
計
董
大
受
影
響
。
果
然
、
後
来
雲
南
軍
関
到
四
川
不
久
、

i

北
洋
軍
就
源
源
不
絶
地
調
到
四
川
前
渡
来
、
使
雲
南
軍
進
展
受
到
銀
大
的

阻
力
。
」
陶
菊
隠
「
前
掲
繋
」
一
五
四
頁

側
郷
魯
「
前
掲
犠
」
一

O
五
二
頁

倒
陶
菊
隠
「
前
掲
脅
」
六
五
頁

倒

右

同

一

五

O
l二
頁

制
「
護
園
史
稿
」
に
は
「
蛍
校
場
誓
師
的
那
一
天
、
昆
明
全
般
人
民
、
不
約

同
、
結
除
成
君
臨
、
在
街
上
遊
行
、
高
呼
打
倒

η
官
民
園
賊
実
世
凱
u
擁
護

M
H

共
和
民
闘
h
H

的
口
鋭
、
呼
膝
動
地
、
経
久
不
息
。
:
:
:
人
民
総
納
揖
款

的
、
晶
子
先
恐
後
、
早
長
一
関
門
、
就
擁
終
的
来
交
、
至
晩
不
止
。
婦
女
例

把
箸
環
首
飾
傘
来
抵
交
的
後
多
、
都
是
自
動
白
願
並
淡
有
勉
強
叫
他
例
出

銭
。
・
:
:
出
兵
以
後
前
線
催
根
甚
念
、
只
好
把
教
育
停
耕
三
個
月
、
其
他

敬
節
裳
養
補
間
院
都
停
了
、
抽
湊
品
開
銀
、
接
晴
間
前
方
、
厚
生
教
職
員
及
老
少

人
民
、
官
宅
無
怨
言
、
大
家
都
忍
痛
念
公
。
」
と
あ
る
。
向
、
ス
メ
ド
レ
ー
、

一
一
一
一
一
一
|
五
頁
参
照

倒
前
掲
「
辛
亥
革
命
史
料
L

第
六
冊
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雲
南
之
部

帥
脚
陶
菊
隠
寸
前
掲
窪
」
一
六

O
頁

帥
右
同
一
七
九
頁

ω金
氏
論
文
参
照

ω陶
官
制
機
「
前
掲
番
」
一
九
二
頁
「
成
東
方
面
、
除
擁
実
力
量
外
、
還
有
各

棋
倒
不
向
性
質
的
反
実
力
量
、
包
括
孫
中
山
系
的
中
華
革
命
軍
、
園
民
黛
右

翼
陳
畑
明
等
的
護
園
軍
和
進
歩
態
系
徐
動
的
諮
園
軍
。
」

ω郷
魯

「
前
掲
審
」
一

O
六
O
頁

ω陶
菊
隠
「
前
掲
諮
」
一
九
四
頁

側
「
護
園
史
稿
」
所
収
「
軍
務
院
職
員
表
」
参
照
。

帥
脚
部
掠
世
廿
超
の
記
ナ
所
に
依
れ
ば
、
彼
の
軍
務
院
設
立
の
構
想
は
天
津
に
於
け

る
最
初
の
謀
議
の
時
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
余
奥
茶
君
在
天
津
密
謀

時
、
曾
議
倹
雲
貴
雨
庚
溺
立
、
観
形
勢
如
何
、
郎
先
組
織
一
臨
時
政
府
、

裁
築
元
洪
魚
総
裁
。
」
(
闇
値
験
争
期
歴
談
)

帥
一
設
に
よ
れ
ば
、
彼
は
軍
務
院
を
設
立
す
る
や
、
自
ら
撫
軍
長
に
選
率
さ

れ
る
様
に
同
志
の
者
に
裏
面
工
作
を
さ
せ
た
と
い
う
。
「
康
東
軍
務
院
成

立
選
血
中
撫
軍
長
之
前
、
涯
其
弟
子
黄
牽
到
海
運
動
進
歩
議
系
之
任
可
澄
、

隙
廷
策
等
、
以
宜

ae陸
祭
廷
揖
周
名
、
陸
鮮
、
則
聞
事
世
世
超
。
第
二
歩
則
進
行

首
援
組
閥
、
副
総
統
皆
在
其
漁
計
中
。
因
浜
中
将
領
反
叫
割
、
作
罷
(
の
場

唐
総
申
告
)
。
」
(
護
園
史
稿
)

仙
開
卒
川
氏
「
前
掲
書
」
四
一
一
一
頁

側
「
盾
鼻
集
」
「
致
各
都
督
各
紙
司
電
」
六
月
二
十
八
日
「
若
此
機
関
久
存
、

非
惟
我
鷲
信
義
本
心
不
能
自
由
、
且
恐
有
人
俵
借
名
競
、
生
背
中
情
飢
、
将

来
反
動
之
結
果
、
縛
助
復
弊
汲
張
目
、
此
最
可
憂
。
」

「
致
本
都
司
令
電
」
七
月
四
日

「
軍
務
院
之
撤
、
演
臥
問
所
既
主
張
、
超
亦
謂
現
在
寅
潟
遁
蛍
時
機
、
不
濁
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震
大
局
計
而
己
、
即
岬
府
軍
務
院
計
、
今
各
省
各
軍
皆
無
見
糧
、
指
借
之
路

爾
絶
、
非
輿
政
府
協
商
、
易
自
接
済
結
束
、
而
政
府
仰
屋
、
亦
同
於
我
、

終
不
能
不
乞
窓
外
債
、

、南
北
不
統
て
外
債
決
無
成
立
之
望
。
論
者
或
謂

以
此
饗
融
持
中
央
、
自
誇
妙
策
、
夫
実
既
倒
、
而
必
欲
更
量
調
融
持
家
段
、
是
否

信
用
園
家
之
禍
、
且
勿
深
論
、
品
目
亦
思
築
制
措
中
央
、

慰
問
一
月
者
米
牟
月
而
我

先
日
自
案
融
持
耶
。
」

師
陶
菊
隠
「
前
掲
書
」
第
三
冊
一
九
頁

「
但
是
梁
魯
超
之
流
力
求
更
早
地
質
現
南
北
和
卒
、
極
力
懲
罰
思
唐
縫
霧
以

撫
軍
長
名
義
、
子
北
京
政
府
後
表
懲
緋
帝
制
禍
首
令
的
一
天
、
宣
布
撤
鈴

軍
務
院
。
唐
継
発
事
前
未
奥
軍
務
院
各
撫
軍
進
行
協
商
、
溺
臨
剛
地
時
抗
出
了

這
偲
通
電
、
而
軍
務
院
各
撫
軍
也
都
歎
不
作
盤
、
千
是
南
北
統

一
就
告
完

成
了
。
」
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